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ている基礎理学科と生物生産工学科、電子材料工学科、

機械工学科があります。私は、学会はCIECに1997年か

らお世話になっておりますが、その他のコンピュータ・

情報関係の学会には所属していません。今日はとりあえ

ず私が情報教育に携わってから書いた報告集などからポ

イントを絞ってお話ししたいと思います。最初に、私の

コンピュータ歴を簡単にお話します。私が東北大学大学

院工学研究科（修士課程）に在学中の1970年前後に共同

利用の大型計算機センターができ、フォートランの講習

会を受けました。その後、東芝に入社して、大型コン

ピュータからミニコンまで、OSからアセンブラまで、全

部OJT、いわゆるOn the Job Training で鍛えられました。

その後1975年に東北大学の医学部脳疾患研究施設神経生

理部門の助手になり、脳神経系からの神経インパルス

データをコンピュータに取り込んだり、そのころ始まっ

た大型計算機センターのTSSシステムを利用して、イン

パルスデータの時系列解析を行いました。他方、情報理

論を脳の機能の解析に使えないかと、情報理論も勉強し

ていました。その後、PET という昔のアップルの少し前

のパソコンとかPC9801を使って、神経生理実験のシステ

ムを作ったり、神経生理データの解析に取り組みました。

当時の私は、コンピュータの研究ではなくて、脳神経系

における情報処理の研究をやっていたわけです。それが、

突然1989年から石巻専修大学で、コンピュータ利用のか

なりの経験があるという理由で、一般情報教育を担当す

ることになったのです。

◆石巻専修大学理工学部における一般情報教育

　私の担当は、1年次の「電子計算機概論」（通年で4単

位の必修科目）です。さらに2年次で「計算機学I、II」が

必修（4単位）となっています。この「計算機学I、II」は、

私どもの学科だけ非常勤講師が担当し、コンピュータの

動作原理やハードウェアおよびプログラミング（技法や

数値計算などをC言語で）をやっています。3年次に選択

科目で「情報理学I、II」（計4単位）があり、私が担当し

ています。私の属する学科は基礎理学科ですので、‘情報

工学’ではなくて“情報理学”という科目名になってい

ます。「情報理学I」では、自然科学の研究や実験のため

のエレクトロニクスを学ぶことが課題です。増幅やフィ

ルタリング、フィードバックなど生物系、化学系にも共

通するエレクトロニクスの基本的な考え方およびデジタ

ル回路をやっています。これらの一部は、計算機インタ

フェースを含めて、「物理学実験」で学ぶこともできま

す。それから「情報理学II」では、当初情報理論をやって

いたのですが、情報理論は確率統計の知識がないと理解

が難しいので、今は、デジタル信号処理（データのコン

ピュータへの取り込みから統計解析、スペクトル解析ま

で）をやっています。　

第 17 回研究会報告

テーマ：大学改革は「情報教育」をどのように変えたか

シリーズ２～コンピュータ利用教育の10年を振り返って

(私立大学編) ～

開催月日： 11月27日（土）13：30～17：30

開催場所： 大学生協会館2Ｆ会議室　204・205

講　師　：

「新設私立大学非情報系理工学部における

　　"一般情報教育"の10年の経験と反省から 　　　

　綾　皓二郎　会員　　石巻専修大学　理工学部

「コンピュータ利用教育の10年を振返って」　

　辰己　丈夫　氏　　　神戸大学　発達科学部

「獨協大学におけるコンピュータ利用の10年を振返って」

　 　立田　ルミ　会員　　獨協大学　経済学部

司　会　：　小野　進　会員　東京大学大学院

司会：「コンピュータ利用教育の 10年を振り返って」の

シリーズ2ということで、前回の国立大学編に続き、今回

は私立大学の報告をお願いしました。ご承知のとおり私

立大学も近年大変厳しい経営状況にあり、また将来的な

学生減にともなう大学改革、魅力ある大学作りという点

では国立大学に先だってさまざまな方策を試みています。

私立大学が抱える課題は国立大学にとっても重要な意味

を持つものと思います。今研究会では、そうした視点か

ら、私立大学が進めている教育改革のなかでの情報教育

の現状と課題などについてご報告いただきます。それで

は最初に石巻専修大学の綾皓二郎先生お願いします。先

生はCIECの初等中等教育の部会でも活躍されています。

新設私立大学非情報系理工学部における

「一般情報教育」の10年の経験と反省から
　　　　綾　皓二郎会員　石巻専修大学　理工学部

　私は10年前、石巻専修大学が開学時に赴任し、「電子

計算機概論」を担当しています。石巻専修大学は理工学

部と経営学部の2学部があり、理工学部には私の所属し
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◆一般情報教育を担う教員の資質とコンピュータサイエ

ンス

　一般情報教育の担当教員に求められる資質ということ

で、1993年に出た情報処理学会の『大学等における一般

情報処理教育のあり方に関する調査研究』、いわゆる「大

岩レポート」には、“教員の現状は非情報系の教員がたま

たま積んだ経験をもとに自分に教えられる範囲のことを

教えているという事例があまりにも多い”と書かれてい

ます。そうは言っても、国立大学で情報工学科の第一期

生が卒業したのが1974年でして、現在47、8歳です。僕

等の世代（50歳代）以上の一般情報教育担当の教員は、も

ともと物理や電子通信を専攻した者が多いのですが、コ

ンピュータに強い関心があり、かなりのコンピュータの

経験を持って教えているので、それほど卑下することも

ないかなと思っています。“コンピュータサイエンス

（CS、計算機科学）が情報処理教育の母体である”という

のが情報処理学会の根本的な考えで、担当教員はコン

ピュータサイエンスに関する基本的な素養が必要だとい

うことです。コンピュータサイエンスとは何かというと、

日本では広い意味で情報科学・工学含めてコンピュータ

サイエンスと言っているようですが、アメリカの計算機

学会（ACM）では狭い意味でアルゴリズムとプログラミ

ング、これに加えてアーキテクチャーの科学・工学をコ

ンピュータサイエンスと言っています。アメリカではイ

ンフォメーションサイエンスという言葉は、日本での情

報科学の意味では、使われていないようです。これに対

して、ヨーロッパではむしろインフォメーションテクノ

ロジー（情報技術）ということでITという言葉をよく使

います。

◆ 一般情報教育に関する問題点と指針

―（石巻専修大学紀要掲載論文1996 年より）

　一般情報教育を4、5年経験した1996年2月、大学の紀

要に「理工学部における一般情報教育の問題点とカリ

キュラム現代化のための幾つかの指針」という報告を書

きました。これが情報教育に関する私の最初の論文です。

コンピュータをめぐる情報環境の激変の中で、大学の情

報教育が昔のメインフレーム全盛時代の教育を続けてい

れば、大学教育が社会的な要請にも応えられないという

ことを学内に警告したかったのです。この時点でわが国

には小中高校、大学という学校教育に、一般情報教育の

一貫した標準カリキュラムの体系がないこと、お互いの

分担範囲が何も決まっていないことに気づきました。今

でも高校と大学の間では、2003年からの新しい情報教育

の開始にむけてのコンセンサスが得られていません。ま

た、多くの大学で一般情報教育の在り方に関して学内で

基本的な合意を得るための協議ができていないと思いま

す。さらに大きな問題は、担当教員の高齢化です。私も

含めまして40代で赴任して10年経てば50代も半ばにな

るわけで、私学では人件費の削減で教員の採用が少なく

なれば、ますます教員の高齢化が進みます。次に、過去

のコンピュータの使用経験がこれから必ずしも生かせな

くなるのではないか、という危惧です。最後に、コン

ピュータシステムの維持・更新には相当お金がかかると

いうことが大きな問題です。

　さて、一般情報教育でプログラミング教育が必要かと

いう問いに対しては、私は必要ではあるが、まず全ての

学生がコンピュータを道具として使えるようにすること、

それ以上のプログラミングを含めてコンピュータサイエ

ンスの教育は選択でよいと思っています。むしろ大切な

のは日本語、英語、数学、統計学等の基礎学力の養成で

す。現在のコンピュータは隠蔽された計算機械で、むし

ろ知的活動支援のための道具となっています。このこと

は通産省が行う情報処理技術者試験にもかなりの変化が

出ていることからもわかります。情報処理技術者試験は、

1997年に標準カリキュラムが改訂され、1998年に新しい

テキストブックが10数冊、CD-ROMでも出ています。第

一種試験からプログラミング言語の試験がなくなり、第

二種試験でもプログラミング言語自体の占める割合が相

当低下しています。プログラミング言語の知識よりも、

むしろ設計能力や日本語の能力を調べようとしています。

第二種カリキュラムの中には表現能力とか、第一種では

コミュニケーション能力という章がありまして、プレゼ

ンテーションの技法、話し方、文章の書き方があります。

これらが今の企業の初級・中級レベルの情報処理技術者

に対する要求なのです。現在のコンピュータは人間の知

的活動を支援する機械ですから、人間は自分の知的水準

に見合ったコンピュータの使い方しかできないのです。

ですから、ゲームにしか興味のない学生にとっては、パ

ソコンはゲーム機にすぎないわけですね。アラン・ケイ

という現在のパソコンに関わる基本的なアイディアを出

した人が、“コンピュータを志す若い人は、科学や技術に

閉じこもらず、芸術や哲学などのリベラルアーツ（liberal

arts ）を重視せよ”と言っています。私も学生にそれを強

調しています。

　

◆情報リテラシーは、liberal arts and sciencesの教育

　コンピュータが、大型汎用機の時代からパソコン、

ネットワークの時代に変わり、知的活動を支援する機械

となった今日では、多数の市民が使う道具・メディアに

ふさわしい情報教育の必要性があります。コンピュータ

リテラシー教育は、理系や文系とか専門を問わない

liberal arts and sciencesの教育です。コンピュータリテラ

シー教育として、ネットワークを基盤とするオープンな

市民社会でコミュニケーション能力を育成する必要性を

感じて、私はＰＣカンファレンスに「NPO, NGO の分科
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国語教育だそうです。その本の中で鈴木さんは、学校で

の英語教育は、必要とするレベルに学習目的を絞って効

率化しなさい、旧来の外国文化の受容という教養主義か

ら日本文化や日本情報の発信型へのパラダイム・シフト

が必要であることなど、示唆に富んだ主張をなさってい

ます。

　11月に東北大学で文部省主催の情報処理研究集会があ

りまして、会津大学学長の野口正一先生の特別講演があ

りました。「21世紀に向けての情報処理教育の在り方」が

演題で、講演の内容を私がメモした範囲でお伝えします

（文責、綾）。野口先生は、実は東北大学の名誉教授で情

報処理学会の会長も務められ、また情報処理学会で大学

の情報系専門教育のカリキュラムについても報告の責任

者になられた方で、それなりに重みのある発言と、私は

考えています。野口先生は、“情報の専門教育をやるため

には英語教育を抜本的に改める必要性がある”と言って

いるのです。具体的に3項目を挙げて改善策を求めてい

るのですが、1番目は、大量の英文を速読できる英語力を

習得させること。2番目は、情報処理の専門教育をやるた

めには、シェークスピアはいらない、要するに教養英語

は不要であること。3番目に、グループ討論に参加でき

て、自説を主張できる英語力を身に付けさせるることで

す。情報処理学会の重鎮も、英語教育に関しては、コミュ

ニケーションの道具としての語学力が必要で、教養は不

要と言っている訳です。一般情報教育の在り方を考える

とき、とても興味深い主張と思って、ここで紹介しまし

た。

◆情報処理学会報告書の検討

　一般情報教育は、英語教育とか車の運転免許教育の実

情から教訓を汲み取ると、1つには、教育の目標を明確

に、明快にするということがキーポイントですね。目的

指向のカリキュラムを組み、誰もがコンピュータを日常

的に使えるようにすることが大切であることが分ります。

ですから、一般情報教育でのコンピュータサイエンスの

教育はコミュニケーションの道具の範囲に留めておいて

よいのではないかというのが私の考えです。それでは情

報処理学会の一般情報教育についての考え方はどうかを

見てみたいと思います。先ほどの『大学等における一般

情報処理教育のあり方に関する調査研究』（1993）、いわ

ゆる「大岩レポート」と言われるものですが、これは“10

年後を目指した提言”ということで、野心的なそれなり

に努力をされた報告です。レポートを読んだ限りの私の

理解することで申し上げます。一般情報教育の具体的な

教育目標は、“情報に関する基本的概念（情報処理の動作

原理とその可能性、限界）を身につけさせる”というこ

とです（他に2つあります）。一般情報処理教育の母体は、

先ほど言ったようにコンピュータサイエンスで、教育目

会」を設けてほしいと提案しました。そこではコン

ピュータネットワークを使ってNPO, NGOでどんな活動

ができるのかを知ってもらいたいと思ったわけです。今

度、摂南大学の松浦さと子さんが藤前干潟の保全運動に

ついてNPOのメーリングリストを使った事例を本にしま

したので、私はその書評をしました。How-Toでないメー

リングリストの使い方がよく分ります。是非読んでみて

ください。コンピュータネットワークは、民主的な情報

社会を創り出すインフラストラクチャーであるという立

場で教えていきたいと、私は考えています｡

◆ 車の運転教育と情報教育

　一般情報教育と自動車教習所で行う車の運転教育と比

較してみます。まず、車の運転教育ではなぜ数ヶ月で自

動車は使えるかというと、教育目的が明快ですね。それ

から目的指向の合理的なカリキュラムが組まれています。

「自動車工学」とか、「カーエレクトロニクス」の基礎概

念や動作原理を教えると、車がより良く使えるようにな

るかとは思いますが、それらはどの程度市民ドライバー

に必要でしょうか。自動車教習所では、それらはセイフ

ティドライブの観点から教えているだけと思います。一

般情報教育の場合もコンピュータの基礎概念や動作原理

を、コンピュータの使い方やセキュリティを守るという

立場から、限定して教える方法もあるのかなと思ったり

しています。なお、自動車の場合には違法行為をすると

強制的な再教育・再訓練の場が用意されていますが、コ

ンピュータの場合にはありません。これは、大きな違い

です。

◆ 英語教育と情報教育

　わが国の英語教育についてはいろいろ議論もあります

が、学校教育では使いものにならないというのが一般的

に言われていることです。学校英語は使うための英語と

しての教育目的が明快でなく、学校は知的訓練や学生を

選抜する手段として英語を使っているようです。「AERA」

という週刊誌に、“受験英語はいらない、英語を勉強する

のではなくて、英語を使ってコミュニケーションできる

ようにしたい”という記事がありました。日経新聞が同

じく、“大学教育における新しい英語教育プログラムは、

資源や道具としての言語観を重視すべきだ”と言ってい

ます。コンピュータ教育においても、ツールあるいはリ

ソースとしての教え方・学び方というようにはならない

でしょうか。岩波新書に鈴木孝夫さんが書かれて最近

ちょっと評判になっている『日本人はなぜ英語ができな

いか』という本の中で、英語を学習する態度として、大

きく日本式、中国式、アメリカ式の三つの型に分けてい

ます。日本式というのは教養主義なのですね。中国式は

自分を語るための、アメリカは他者を攻撃するための外
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に関する再教育が必要ではないかということと、情報系

の専門教員と非情報系教員との間でコミュニケーション

を十分にとる必要があるのではないか、ということです。

私が情報処理学会のメンバーに一般情報教育に対する理

解が足りないのではないかという印象を受けたのは、報

告書の内容もそうですが、報告書で、“一般情報処理教育

は、一つの一般教育であり、決して専門基礎教育の一つ

でない”と言いながら、他方で、科目構成例では、“情報

専門学科向けの例、情報専門基礎科目の印象が強い”な

どと述べていることからもそういえるのです。

　また、一般情報教育で、情報処理学会の言うように、例

えば、ワープロはかな漢字変換のメカニズムまで本当に

教えないとだめだろうか、それだけの時間があるでしょ

うか。それよりも一般情報教育では、きちんとした日本

語が書けて発表できる、そういう教育のための時間枠を

取ることの方が大切ではないでしょうか。また、日本語

ワープロが日本人の言語生活や日本文化にどんな影響を

及ぼしているのかを考えさせることの方が、優先される

のではないでしょうか。私は、かな漢字変換や漢字辞書

の仕組みを教えることよりも、京大の金子周司先生がラ

イフサイエンス辞書を作られた事例のように、ユーザー

が辞書を育てる「考え方」を教えたりすることの方が、先

に来るというか、大切と思います.ね。私なら、同じ日本

語ワープロを講義でやるのでしたら、森　健一さんの

『日本語ワープロの誕生』（丸善）という本を取り上げま

す。これは、東芝の日本語ワープロのチームリーダー

だった森さんが日本語ワープロの開発過程を話している

もので、非常に面白い本です。

　次に、“頻出概念”というコンピュータサイエンスの学

問の中に頻繁に出てくる基礎的な概念がありますが、こ

の概念教育を取り上げてみます。「大岩レポート」では、

“一般情報処理教育を担当する教師側は頻出概念を理解し

ておくべきであり、講義にうまくとりこめるなら、とり

こんでいかなければならない”と言っています。全部で

12個の頻出概念があるのですが、報告書には、それを“そ

うだ、それがおれたち（情報処理学会の専門家）の発想

だ。そいつがわかっていないやつは同業者として認めた

くないといいたくなる内容と”書いてありまして、初め

てこれを読んで、一般情報教育の担当者として“これは

困ったな”という感想をもったことを記憶しています。

ですが、元のCCﾕ91というACMの報告書を読むと、“多

くの頻出概念は、数学、科学、工学に一般的に現れる”と

ちゃんと書いてあります。特にコンピュータサイエンス

固有の概念ではないのです。

　「大岩レポート」には、一般情報教育における頻出概念

の題材の例が挙げられているのですが、それらは初めて

の学生が理解するには難しい内容が多いのです。入門的

な事例が少なくて専門的すぎる例が多く、研究課題とし

的を達成するためには、コンピュータサイエンスの学問

としての基礎をきちんと教えなさいと言っているわけで

す。それで、一般情報処理教育で何を教育するかという

と、1つはコンピュータリテラシー教育ではワープロや電

子メールといった道具を、単なる技能としてではなく、

その概念、動作原理を含めて正しく利用できるように教

育する。2番目のプログラミング教育については、かぎ付

きのいわゆる問題解決の「プログラミング」教育。3番目

に教養・概念教育があり、コンピュータサイエンスとい

う学問の世界観、面白さ、深さを伝えていくような教養

主義的な教育が必要だと言っています。教養・概念教育

の題材として、ワープロの仕組み等を推奨しています。

　しかし、この報告書の考え方は、私が推測するに、大

学の一般情報教育で広く受け入れられていないのが現実

ではないでしょうか。一般情報教育の教科書で情報処理

学会の報告書に基づいたような本というのはあまりあり

ません。宮城県立大学の河村一樹先生が書かれた『コン

ピュータ科学入門』（実教出版）がそれに近い本です。

ワープロの仕組みについて詳しく書かれています。コン

ピュータサイエンスの入門書としては、東大の川合　慧

先生の書かれた『コンピューティング科学』（東大出版

会）という本がよいと思います。あと、私は、ファイン

マン先生の本 ― ヘイ、アレン編、原　康夫他訳『ファイ

ンマン計算機科学』（岩波書店）― が面白いと思って、4

年生といっしょに読んでいます。どうも情報の専門家の

先生が書かれた本は私には難しくて、物理屋さんの書い

た本だったら分かりやすいかなと思ったのです。

◆なぜ情報処理学会の報告書が広く受け入れられなかっ

たか

　広く受け入れられなかった理由の1つに、申し上げに

くいことですが、コンピュータサイエンスの専門家に一

般情報教育に対する理解が足りなかったのではないかと

いうことをあげることができると思います。まず、研究

会のメンバーに一般情報処理教育を実際に担当している

人が少ないことに気が付きました。有力国立・私立大学

の専門教育を担当している方が多くて、一般情報処理教

育を担当している先生は数人、あとはメーカーの人です。

大変失礼ですが、メンバーの多くは、一般情報教育に使

える時間がどれだけあって、それらをリテラシー教育、

「プログラミング」教育、教養・概念教育にどれだけ配分

できるか、よく分かっていなかったのではという印象を

受けます。次に、専門家の要求するレベルと一般学生の

学力レベルとの間の乖離が大きすぎることですね。特に

今のように学力が低レベルですと、ちょっと怒られるか

もしれませんが、内容が難しすぎると思います。さらに、

情報処理学会の教育理念を普及させるには、われわれの

ような“非情報系”教員を対象とした一般情報処理教育



6
CIEC NewsletterNO.18 March10,2000

てはいいかなと思いますが、講義の材料としてはちょっ

と不適切ではないかと思われるのです。例えば、「概念

的・形式的モデル」という概念では、TeXにおけるクヌー

ス先生の箱と糊の概念が出てきます。いきなりTeXの概

念を講義で出されて、入門の学生は困りませんか？「進

化」の概念では、銀行、鉄道等のオンラインシステムの

進化や広辞苑などの辞書の進化を取り上げなさいと。確

かに銀行のオンラインシステムというのは汎用機の発達

とともに進化してきたわけですが、こういうことを１年

生がいきなり聞いても分からないだろうと思います。あ

と一番の問題は、「空間における順序」の概念で、ハング

ル、中国の簡体字などを含んだ日本語文で、各国語の文

字を相互に矛盾がないように表現するという文字コード

の“教育的”例題です。普通の日本人がハングル、中国

語の簡体字を含んだ日本語文を見るといった例は、残念

ながら日常生活では皆無に近いわけです。ですから、私

には、こういう例題を一般情報教育の題材として取り上

げることが“教育的”とは思われませんし、賛成できま

せん。他にもっと分りやすい題材を探しています。

（この後も、具体的な例をあげて情報処理学会の報告書が

提案するカリキュラムが、情報を専門としない工学系の

学生にとっても相当無理なカリキュラムではないかとの

疑問を述べていますが、割愛いたします。）

◆著書の紹介とCIEC への提言

　終わりに少しだけ自分の書いた本 ― 綾　皓二郎・藤井

亀共著『コンピュータとは何だろうか』（森北出版）― を

紹介させてください。一年次で使うものですが、本の最

後に結論として、一般情報教育で最終的に目標とするこ

とは、“われわれ人間は、コンピュータを道具として、新

しい文化と民主的な情報社会を創り出すことができる”

ということを学生が4年間できちんと理解して欲しいと

いうことを述べておきました。この本を書いたときのア

ンケートの回答には、情報系の専門の先生方から“体系

的でない”という批判がありました。また、ある先生か

らは“大学レベルでない”との酷評もいただきましたの

で、その大学にはどのようなレベルの学生が入学してい

るのか、知りたいと思いました。情報系学科の入試の科

目を調べてみると、数学（数学I、数学II）あるいは物理

（物理IBまたは物理IA）のどちらかが必須、あと英語I、

国語I、世界史などから一科目選択です。こういう二科目

入試の情報系学科で、一年次からいきなり“体系的な大

学レベル”の情報教育をやるのは、私の経験から言って、

相当むずかしいだろうと推測しました。学生の立場から

見れば、そういう試験科目しか課していない学科に入学

して、情報処理学会の報告書で言っているようなレベル

の内容が本当に理解できるのか、実態はもっと違うので

はないか、と私は思うのです。特に私学の場合、情報系

学科を作れば学生を集めやすいということで、新設の大

学で情報系学科のない大学は珍しいのですが、情報系の

学科として情報処理学会の報告書でいうカリキュラムを

実施することは、相当な困難を伴うと予想できます。

　最後に、CIECがこれからやるべきことについて。ま

ず、小中高の教員の会員を増やすこと。次に、情報科学

の専門家との連携が必要であるということだと思います。

ただし、専門家だけに任せてはいけないというのが、私

が情報処理学会の報告書を読んで得た結論です。

◆◇質疑応答◇◆

司会：皆さんからのご質問の前に私から1つだけ石巻専

修大学のシラバスの基準についてお伺いします。

綾：シラバスは、学生の要望で来年度に向けて内容を工

夫して書くということになっております。ただし、シラ

バスはこういう教育をしたいという教員側のレベルにす

るか、現実に学生が学習可能なレベルで書くのか、非常

に悩ましい問題があるかと思います。実は、是非やって

おきたい大学教育のレベルで書いても、実際は本当にや

られていないと東大の先生が対外的に公開している例も

あります。シラバスには教員として高校の復習程度のこ

とは書きにくいこともあり、シラバスが本当に教育の実

際の内容を反映しているかどうかについては、私は疑問

に思います。

◆インターネットと情報教育

海老原：（愛知女子短期大学）パソコンがネットワークで

繋がったことによって断然授業が面白くなってきていま

す。今日の報告の中でインターネットとかイントラネッ

トを情報教育でどう扱ったか、その辺にあまり触れられ

ていなかったようなのでお聞きしたい。具体的にそうい

うイントラネットとかインターネットを使った情報処理

教育を石巻専修大でやられているかどうか。それからコ

ンピュータサイエンスとなるかどうか分かりませんが、

例えばTCP/IP等は教えるべきだと思いますが。

綾：ネットワークに関してTCP/IPとか、アーキテクチャ

については、ある程度教えておいた方がよいと私も思い

ます。私のところのインターネット教育につきましては、

来年度やっと新しいシステムになるところで、現在は全

面的にやれる状況ではないので、インターネットの考え

方の他に電子メールの演習などを多少やっている程度で

す。インターネットを利用した共同作業に関しては確か

に講義や演習で取り上げるのが難しいですが、ボラン
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ティア活動では可能かと考えています。例えば、現在、宮

城県と (株) 仙台ソフトウェアセンター (NAViS)  が、地

域や学校教育の場で情報教育を推進していく活動のリー

ダーである情報教育メンターを育成するという「情報学

習サポート事業」を立ち上げています。私は、そういう

ものに課外活動という形で学生をできるだけ参加させた

いと思っております。

◆英語教育と情報教育との関連

司会：かなり学生の基礎学力が低下している中で、情報

教育も考えるべき時期がいよいよきている。つまり、英

語教育ばかりでなく、様々な日本語の教育も含めて、も

う少し基本的な部分を考え直さないといけないという率

直なご意見だったと思いますが。

綾：野澤先生英語教育についてお願いします。

野澤：（立命館大学）私立大学は学部ごとにかなり差があ

り、大学全体として一般情報教育をきちんとやっている

ところはまだ少ないように思います。立命館大では経済

学部と経営学部が1998 年に滋賀県の草津市に移ってか

ら、英語教育と絡めてやっています。外国語教育もカリ

キュラムが変わりまして、その時から私もコンピュータ

を使った英語教育を中心にやっています。7、8年前に大

学英語教育学会が調査した結果では、私のような年代で

は、30数パーセントがいわゆる英語教育学を専門とした

先生方が大学教育に関わっているとあります。英語学と

か言語学をやっている先生方がだんだんと少なくなって

きていますので、もちろん大学がこれからどう淘汰され

ていくかは分かりませんが、その中でカリキュラムもか

なり変わってきています。立命館の場合は当初から常に

学生の立場に立とうと、定期的ににアンケートを取った

り、いろいろな取り組みをしまして、98年の改革で、例

えば1回生の英語では週4回の授業があり、そのうちの1

回をコンピュータを使って英語教育をしています。それ

に速読のプログラムなどを入れたり、チームティーチン

グということで、共通テキストを使って外国人の非常勤

講師の先生方には、スピーキングとかリスニング、我々

はリーディングやライティングを担当しています。学生

は1年後期セメスターになると選択制に分かれて、英語

でのみ、あるいは英語と初習外国語、あるいは初習外国

語だけに専念して勉強する形を選べます。英語 4という

のがコンピュータを使った英語教育で、その中にいわゆ

るコンピュータリテラシーの基礎が入ってきています。

立命館大の現状は、情報処理教育の基礎を高校時代に

やっていない学生たちがほとんどです。マウスのクリッ

クの仕方もよく分からない学生に、手取り足取り教えて、

実際に英語をコンピュータを使って学ぶというシステム

に入っていくわけです。ですから最初の3、4週間はかな

りハードな日々を過ごすわけですが、幸いに大学の方針

としてテクニカルアシスタント、スチューデントアシス

タントを各コンピュータを使った教育のクラスには配置

しています。1コマ二千円のアルバイト料を払い、全部私

などが責任をもってワークショップを開き、教材内容や

授業展開方法の説明をするのですが、一応、基礎能力の

テストとトレーニングをします。1回生のプログラムで

98年はちょっと問題がありましたが、今年は昨年のプロ

グラムの経験者の2回生以上が担当するようになってい

ますので、かなりサポート体制がしっかり出来上がって

います。立命館大ではコンピュータリテラシーは不可欠

だということで、それを積極的に使って基礎ができれば、

さらに英語力もアップできるというシステムができてお

りますので、この学生達が卒業した時に今までの卒業学

生とかなりの差が出るのではないかと思っています。

◆英語教育にシェクスピアは不要か？

三根：（同志社女子大学）次回の 20回研究会で野澤先生

に今のお話をゆっくりしていただく予定です。1つ質問が

ありまして、英語教育でシェークスピアがいらないとい

う話が出ていましたが、危険を感じます。というのはイ

ギリス人が考えていることをシェークスピアの思想的な

部分を抜きにすると答えが出ないのではないかと。言語

というのは記号だけ並べて成り立つわけではなくて文化

的背景がなければ成り立たない。ヨーロッパ人を知るに

はバイブルを知らなければ無理だろうし、イスラムの人

達を知るためにはコーランを知らなくてはいけない。

綾：その発言は、私ではなくて情報処理学会の前会長の

野口正一先生が講演会でお話しされたことです。鈴木孝

夫先生によれば、そのような教養は日本語で十分できる

から、英語でする必要はないそうです。鈴木先生の主張

は、むしろ英語は国際補助語として、コミュニケーショ

ンに目的を絞って日本の文化や日本の事情を発信できる

ような英語教育をやりなさいというものです。

辰己：今の話に関連しているのですが、私自身は早稲田

大と東京女子大で非常勤をしております。英文科なので、

英語を扱う学生が多いのです。神戸大でもリテラシーの

授業としていきなり1年目にやったのが、英文を使った

教育です。3つの大学で授業をしているのですが、やって

いることはCNNのWebページを訳すことです。ただし、

勝手に訳すのではなくて、こちらで記事を指定していま

す。中身はコンピュータの利用上のいろいろな問題、特

に著作権の問題、モラルの問題、プライバシーの問題な

どに関しての事件、事故、あとはE-commerceかそういっ

たものが、例えばCNN等のニュースから引っ張ってくれ
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ば毎日のように記事が出ています。私はシェークスピア

も読んだことはないのですが、例えば街を歩いているア

ジアの人と英語で話はできます。そういったコミュニ

ケーションとしての英語能力は非常に大事で、基本的に

道具として使えるものを教えなければいけない。それは

英語に関してもそうだし、コンピュータに関してもそう

です。コンピュータに関して私が行っているのは、その

利用方法の倫理上の問題を取り出して、全て英文の文献

で渡して、英語教育も倫理教育も一手にやってしまい、

ネットサーフィンの仕方もそこで教えてしまう。ついで

にパワーポイントで発表させていますので、パワーポイ

ントの使い方もそこで教える。

立田：私は文科系に教えていますが、コンピュータの原

理から始めます。けれどもワープロなど自分で使ってみ

ると、それだけでは物足りないということが出てきます。

プログラムを作ってみたくなるのか、プログラミングの

授業をすると、希望者が非常に多く集まります。まずは

自分がコンピュータを使って、どの程度便利なものかと

いうことが分かって、使うだけではつまらないというと

ころまでもっていけたらいいと思います。

綾：私もそのように思っています。ただし、私自身は、コ

ンピュータサイエンスの基本的な概念を理解するための

プログラミング教育を考えています。“問題解決のための

プログラミング”というのは今の1年次の学生には難し

いです。

◆大岩レポートの目指すこと

和田：（長野大学）先生のお話を表面だけお聞きしている

と全面対決のように一見聞こえますが、実は相当共感す

るところが多いお話なのです。情報処理学会の委員会の

大岩先生のレポートも含めて、1つだけ。理想を掲げたも

のと、現実を見据えた案とを誤解しないでいただきたい

と。これは私の理解で、間違っていなければいいのです

が、あのレポートは理想を高く掲げた宣言的性格がかな

り強いというか、またそれしかできない状況であった。

情報処理学会の立場はメジャーではなくて、放って何も

しないで、発言しないとどんどん狭められて、取り入れ

られる割合が無になっていくような立場、そういうよう

に我々は認識しています。その圧力に対する押し返しと

して、高くむしろ強くなります。現実的立場からは言い

過ぎるぐらいに言いすぎたという面はあるかもしれませ

ん。そのように理解していだたきたいと思う。現実の一

般教育に割ける時間は限られていて、優先度があるし、

現実の学生の平均的レベルを見据えた、現実的に実現可

能な授業は当然あるわけですが、それはそれとして、選

別していかなければいけないし、そこまではやれなかっ

たという面と、理想のレポートであるという面、これは

私の理解なのですが、現実にそうすべきだとか、必ずし

もそのとおりに実現されるべきだとか、そういうことは

思っていないので、その辺は理解していただきたいと思

います。

綾：どうもありがとうございます。私も情報処理学会と

対決したいと思っているわけでは決してありません。私

は情報処理学会に入っていませんので、こういう話をす

る機会がないもので、ここで取り上げたのです。是非、情

報処理学会調査研究委員会のメンバーの皆さんに、この

ような意見を、そしてできれば、こういう議論をする場

が欲しいことをお伝え願えれば、私は非常にありがたい

のですが。確か情報処理学会の高校の試作教科書プロ

ジェクトに“理念”という言葉を掲げているように思い

ました。

和田：あともう1つ、情報処理学会主催の集まりも必ず非

会員でも参加できるようにはなっているはずです。あま

り会員であるかないかという、区別をなさる必要もない

かと思います。

司会：ありがとうございました。お二人目のレポーター

は神戸大学の専任講師で早稲田大学でも講師を勤めてお

られまして、私立大学には大変詳しい人でいらっしゃい

ます。

「コンピュータ利用教育の

　　　　　　　　10 年を振返って」
　　　　　　　辰己　丈夫氏　神戸大学発達科学部

　私は今年の 3月まで早稲田大学で助手、非常勤講師そ

の他いろいろな仕事を引き受けておりました。自己紹介

をいたしますと、93年というまだWebが珍しかった時代

から、96年のWorld Wide Web全盛の3年間で大学のWeb

サーバーを立ち上げる作業をやりまして、大学の広報資

料をスキャンニングしてとりあえず大学のWebページを

あげました。私のコンピュータ利用の歴史はちょうど20

年です。近所の電気屋さんでMZ40を触ったのは79年で、

それから20年パソコンをいじっていることになります。

ちなみにニフティサーブができて3ヶ月目に会員になって

からもう12年たちました。

　この10年で何が変わったでしょうか。私が大学に入っ

て3年目の89年、大学の端末室にはIBMのマルチステー
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ション5550があり、動いていたDOSはJ－DOSです。緑

の文字が懐かしい。その横にIBMの大型機端末がありま

した。この端末は大文字と小文字をスイッチでパチパチ

と切り換える奇妙なものでした。JUNETがやっときたと

いう時代です。

◆パソコンの初心者教育の歴史

　その頃、初心者教育というとプログラミング教育でし

た。初心者教育について、ざっと現在から昔へと遡って

みます。さすがにまだJavascriptのプログラミングを初心

者教育に取り入れていないと思いますが、次のインター

ネットを使った情報発信、情報検索、電子メールなどを

扱っているところはあります。ウインドウズやマッキン

トッシュのアプリケーションソフトの操作（ワード/エク

セル/一太郎/123など）を取り入れているところはありま

す。DOSやマッキンットシュのアプリケーションソフト、

DBASEと懐かしい名前も入っていますが、これを取り入

れている大学はほぼないと思います。1980年代後半にな

ると、Pascalのプログラミングを初心者情報教育として

取り入れていました。MS-DOSの操作を教えていた時代

もあります。そして初心者教育にBASICによるプログラ

ミングを教える時代が非常に長くて、私もちょうどここ

に入っています。たぶん1970年代後半から80年代前半は

この時代だったと思います。Fortranのプログラミングだ

とかアセンブラによるプログラミングだとか、ICを使っ

て (真空管を使って) マイコンの組み立て、マイコンの動

作原理の学習だとか、このあたりは初心者とも言わない

のかもしれませんが、歴史を遡っていくとこのように

なっています。ここで奇妙なことに気がつきますが、情

報教育の歴史と書いていますが、決して大学のとは書い

ていないし、中学のとも、高校のとも、専門学校のとも、

企業のとも書いていない。これが実は情報教育のキー

ワードになっていると思っています。

◆ この10年で変わったもの

　この10年でまず、初心者に最初に教える内容が変わっ

た。インターフェイスがCUIからGUIへと変化し、最近

はしゃべればカナ漢字変換してくれる、VUI ボイスユー

ザーインターフェイスと言うのかもしれません。そして

ネットワークの利用が盛んになってきました。今や計算

をするために計算機を使っている人は昔と比べると絶対

数は増えただろうと思いますが、たぶん比率は百分の一

ぐらいに落ちたような気がします。計算機を利用する人

も、昔は一部の趣味人しか使っていなかったのが、今は

普通の人が使うようになっています。また、マイコンが

パソコンと言われるようになり、コンピュータが持ち運

べるようになりました。秋葉原の電気屋さんの勢力図が

変わり、10年前はどの店もテレビや冷蔵庫などの家電を

売っていたのですが、今やコンピュータを売っていない

お店を探す方が難しいです。パソコン雑誌をおいてある

書店の数も確実に変わり、コンビニやキオスクにもおい

てあります。私がBASICのプログラミングを勉強してい

た約20年前は渋谷でも2店ぐらいしかおいていませんで

した。

◆ この10年で変わらなかったもの

　キーボードによる入力が変わっていないですね。それ

から相変わらず、ディスプレイに表示しています。最近

はMO になりつつありますけれども、未だに大事なデー

タ、個人データはフロッピーに保存するくせは抜けてい

ません。変わらなかったものに印刷しないと気が済まな

い人の存在。教わらなくてもできる人の存在。そして教

わらないとできるようにならない人の存在。これも10年

間に何も変わっていません。つまり情報教育は一体何を

やってきたのか、常に人に聞かないとできるようになら

ない人を減らして、教わらなくてもできる人を増やすに

はどうするかを考えることが情報教育として大事な部分

だと私は認識しています。先ほど綾先生がおっしゃった

パソコンを使えるようにする教育と言っても、インスタ

ントに使い方だけを教えて済むものではないし、だから

といって崇高な理想を掲げてしまうとこれまた落伍者が

出るだろうと、落しどころを捜すことが研究対象として

あるわけです。最後に計算資源を浪費する人の存在。こ

れは紙資源と同じですが、相変わらずコンピュータ、あ

るいはネットワークを浪費する人は減らない。メールの

後ろにhtmlがついていたり、下手をするとそれをさらに

MIME に変換したものがついてきて、プレインテキスト

でたった3行ぐらいのものが100Ｋぐらいになっている。

浪費する人を減らすためにやはり情報教育を考えること

が課題と思っています。

◆教育の情報化

　学校教育が情報化されてどんな進展があったのでしょ

うか。ワープロによるプリント作成は早い時点から行わ

れていますが、成績処理や教員同士の連絡・協議には簡

単なメール等を使っています。100 校プロジェクトやコ

ネットでは、マッキントッシュ用のFirst Class等を使って

いたと思います。この場合はあくまで教育の現場の情報

化に過ぎなかったが、現在行われている教育の情報化は

教育課程における情報化であり、学生が操作するために

教育情報機器を導入するとか、あるいは情報機器そのも

のの特性を理解させる目的に使われているわけです。

◆ 何が情報教育を行わせたのか

　社会的要請として情報処理技術のレベルの世界水準へ

の到達があり、例えば金融ネットワークに参加しないと
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国際取引ができない、貿易ネットワークに参加しないと

輸出入ができない。インターネットに参加できないと留

学申請ができない。また、技術立国への維持をしなけれ

ばいけない。日本の経済を支えているのは技術であり、

今や技術の中心に情報処理の技術があるという認識が

あって、要するに情報処理を教えないと経済を支えられ

ないという認識です。もちろん職業教育としてプログラ

マーを養成するための「情報」というのもあるでしょう

が、教育の情報化の本当の意味での原動力ではないと思

います。余談になりますが、先ごろ、NASDAがH2の打

ち上げに失敗して、300億円がふいになったとマスコミが

騒いでいますけれども、私に言わせれば銀行に投入され

た7兆円の230分の1です。技術立国ということに関して

お金を出す側は理解がいかにないか、むしろ 300億円で

なくて、500億円かけて人件費ももっとつければ、H2は

飛んだのではないか。宇宙開発事業団の友人の苦しい話

をよく聞いています。

　一方国民的要請としては銀行のATMや携帯電話、カー

ナビなどの情報処理機器の急速な普及で、これを扱える

能力を養うことが必要だろうと思います。例えば、銀行

のATM、あるいはJRのチケット販売機にモニターとバッ

クスペースもデリートもきく 106キーボードにマウスが

付いていたら使いやすいですね。マルチメディアコンテ

ンツとして例えばゲームのようなアミューズメント的な

ことへの期待も国民的要請の中にきっとあると思います。

　教育的要請としては、従来の情報では教えることので

きなかった内容を情報教育によって教えられます。例え

ば文章の順番を入れ替えて読んでみると感触が違うとか、

絵の色を取り替えて表現方法を追求する。または英作文

をして、それを統計的に処理してみるとか、行列の掃き

出し法による計算をアニメーション的に見せることがで

きます。

◆情報教育の同時代性

　初心者情報教育というのは、実は小学校でも中学校で

も高校でも、大学でも同じことをやっています。つまり

情報教育というのは、その時代に応じた内容が扱われて

いる。それに対して既存の教科の場合、各学年毎に適切

な内容があり、段階的に学習します。情報教育の場合は

今年大学で情報教育を受講した学生はWebページの書き

方を学びます。使っている道具が違いますが、同じよう

に小中高校でもWebページの書き方を教えています。で

すから私達大学人はカリキュラムの構成においてこの教

育の同時代性をまず配慮しなければいけない。

◆大学教育改革との関係

　2002年から中学で、2003年から高校で新課程が始まり

ますが、カリキュラムを見ると非常によく似ています。

「今」教えたいことを中学でも、高校でも教えようとして

います。高校の先生は2003年から2年間は楽ですけれど

も、2004年以降になると中学の技術科の分野で必修で学

んできた生徒が上がってきますから、また考え直さない

といけない。一方、大学は研究の場所であるという意見

が出てきます。大学というのは業績は論文の本数で決ま

る。学生の成績が悪いのは学生の学び方が悪いからで

あって教員には何ら責任はない。しかし、学生の基礎学

力はどんどん低下しています。学生の成績が悪いのは実

は学生が学び方を知らないからだ、だからまず勉強方法

を教えなければいけないという指摘があります。例えば

何かを勉強したいと思ったら図書館に行って調べるとか、

英語の勉強をしたければ英語がきちんとできる人の話を

聞きに行くとか、ある意味で一般教養とか常識に相当す

ることをまず教えていかないと勉強の入り口に立てない

だろうと思っています。

　今後教育が豊かになるかというとそうではありません。

実は少子化の影響があって教え方の悪い大学は淘汰され

てしまうわけです。大学は非常に厳しい状態です。国立

大学にとっても同様です。さらに大学を取り巻く厳しい

情勢として、自己評価、外部評価、授業の評価があって、

業績は論文と教育の効果の両方で評価されます。予備校

などでやっているように、授業アンケートを取って、結

果のいい先生の業績を、少し論文に上積みしてあげま

しょうという仕掛けが今行われようとしているわけです。

大学といえども、学生に対する教育を無視できなくなっ

ています。成績が悪いのは先生が悪いからだ、いや教科

書が悪いからだ、大学が悪いからだと言われて、これか

らの大学を取り巻く状況はさらに厳しいものになります。

◆私立大学は何が出来るか？

　私大の話をしましょう。実は国立と違って、私立は使

い方を工夫すると追い風を吹かすことができます。情報

産業は景気がいいです。しかし情報教育にはお金の回り

方が悪い。これは情報産業の景気のいいところからお金

を回す仕掛けが出来上がっていないからだと思うのです。

つまり企業の力をうまく取りこんで大学の情報教育を活

性化すべきだと思います。これには私立大学の方が国立

大学より絶対やりやすく、私自身、国立大学の専任教員

の立場ですが、アイディアを実践できない。せめて独立

行政法人にでもならないと出来ないとしばしば言われて

しまいます。例えばその1つの例として、ネットワークプ

ロバイダーと組んで、フリーPCを学生に配るという話が

あります。4年間は大体使ってくれますし、卒業後も使っ

てくれる。あるいは他地域出身の学生だと田舎からも

使ってくれる、家族まで含めて使ってくれると言う意味

です。フリーPCは現実に配っていますし、大体原価レベ

ルで5万円ぐらいで組上がっていますから可能ですね。
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◆何を教えなくてもよいか

　教育内容の話に移りまして、教えなくていいものって

何なのでしょうか。情報A、これは高校の新しい新教科

の情報Aですが、一般的なリテラシーを中心に扱う。こ

れはたぶん中学でも小学校でもやってくるからある意味

では教えなくてもいいのでしょうが、ただ、目の前のPC

というのはどんどんアップデートされていくので、従っ

てリテラシーもアップデートしていかなければいけない。

一方高校の情報B、情報Cというのはリテラシー以外の

部分が重視されています。たぶん情報Bや情報Cは選択

必修になっていて、BやCをとってくる高校生はそんな

にいないだろうと思うのです。そうすると大学でBやC

の内容を教えなくてもよいとは言えません。たぶん教え

なくてもいいことはAだと思います。ところがAは最新

のものにアップデートしていかなければいけないわけで

すから、結局やらなければいけない。教えなくてもいい

ものは何もない。

◆ 何を教え続けても良いか

　教え続けていいものというのは、情報リテラシーと思

うのですが、OSはどんどんバージョンアップしていきま

すから、特定のOSに依存しないことと、依存することを

きちんと区別して教えていかなければいけない。しかし、

1番問題点なのは、何を教え続けても良いかを問わずにマ

イクロソフトやアップルのためのカリキュラムを作って

いいのか。1企業のためのカリキュラムを大学がずっと作

り続けていいのだろうか。これはせつせつと考えなくて

はいけない問題だと思っています。

◆何を教えなければならないか

　情報社会に参画する態度を培うために、ネットワーク

に関する事件、事故に対して社会構造あるいは、技術の

仕組み、人間性といったものを理解しながら、適切な判

断行動が取れるように教え続けていかなければいけない。

この場合、社会構造に異言語文化が入りますから、英語

の勉強も入るわけです。技術的理解といっても、例えば

キロとメガとギガの違いやhtmlを添付してメールを送っ

てくると迷惑になるというぐらいのことです。さらに、

コンピュータの向こう側には人間がいることをきちんと

理解して、ネットワークコミュニケーションをできるよ

うに教えないといけない。

◆誰が教えるのか

　もう1つ大事な問題は、誰がこれを教えるのか。自分の

週の持ちコマ数の負担が増えることを嫌って担当者がい

ないというのが国立でも私立でもありうる状況です。た

だ、理科系出身者が教えるとすれば従来の教育手法、単

に技術教育として詰めこんでいくのではなくて、どうす

れば他者と調和できるかという観点で教えていけば、た

ぶん担当ができると思います。文科系出身の人は、例え

ば著作権法やプライバシー法に関する規則やルールを一

生懸命教えることは無意味でむしろ技術がどんな影響を

及ぼしているかということを非技術の立場から検証する

ようなことを授業の中で取りこんでいかなければ情報教

育にならないと思われます。こういう立場でお互いに交

流と勉強を行えばたぶん情報教育がハッピーにできるの

ですが、僕自身具体的に来年度は2コマ増やしてほしい

といわれたら、ちょっと大変なので非常勤講師をお願い

したいです。それにはお金を取りこまないといけない。

今の国立大学では無理ですが、逆に私立大学ではできそ

うです。

◆ 大学の情報教育に期待するもの

　教養基礎演習的な情報教育として、文章の基本的な書

き方を押さえておくことがひとつです。次に情報科学に

関する初歩的な知識として、何をすると何が起こるかと

いうその因果関係の理解ですね。それ抜きにプログラミ

ングを教えても全く無意味です。それから規格によって

調和が保たれるというネットワークの存在を教えること

です。自分勝手にワードや、一太郎のファイルをMIME

にしてメーリングして流してはいけないということです。

◆ 終わりに

　過去の10年を展望して、次の10年は何が変わらないの

か、何が変わるのかということを見ていかないと情報教

育は進展できない。我々はWeb pageの書き方を一生懸命

教えていますが、リテラシーとは何か。それは入出力の

機器を自在に操作できるようになることなのか。それと

もコンテンツとして立派な文章を書くことができるよう

になることなのか。その違いを含めて、Web pageの書き

方だけを教え続けていいのかということをよく自問自答

しなければいけない。一体次は何を教えなければいけな

いのかと。

◆◇質疑応答◇◆

司会：辰己先生は国立大学の進んだ面、あるいは私立大

学として進んだ面の両方とも経験的に理解されておられ

ると思いますので、それを比較する意味でも、ご質問が

ありましたらどうぞ。

海老原：いろいろ楽しく聞かせていただきました。、私も

インターネットやパソコン演習を短大で教えているので

すが、マイクロソフトのためのカリキュラムでいいのか



12
CIEC NewsletterNO.18 March10,2000

疑問を感じていました。最近は世界で一番使われている

ので、妥当かなということで、マイクロソフトカリキュ

ラムにあまり疑問を感じなくなってきています。マイク

ロソフトカリキュラムについて代替案があるかどうかお

聞きしたい。

辰己：これは情報処理学会の昨年の夏のシンポジウムで

高校で教えるべきプログラミングについて私と私の指導

教官の筧先生と共同で書いたものです。極論ですが、効

率的な情報処理を教育すれば国民全体の情報処理能力が

上がり、そのことでマイクロソフトやマッキントッシュ

が駆逐されるだろうと、あえて必修にしてみるために書

いたこじつけのような話をしました。これはもちろん極

論を書いています。例えばエクセルのセルに書いてある

中身を、書き換える仕事を上司から頼まれたとします。

仮にビル君という人はスクリプトを書く処理方法を知ら

なかったので、朝早く会社に行って、休憩をとらずに一

生懸命やって夕方になってしまう。斎藤君は、スクリプ

トを書く方法を知っていたので、午前中はスクリプトの

デバッグをやって午後はそれを走らせて、ラジオを聞き

ながらコーヒーブレイクして夕方になる。さて、問題は

どちらが社員として歓迎されるかというと、たぶん前者

なのです。もう一人はサボっているといわれるのです。

こういった人がきちんと評価されるような仕組みができ

てこないと、実はマイクロソフトカリキュラムに対抗す

る真打は出てこないだろう。もちろんこれは実はプログ

ラミングを必修にしようというやや無理な結論を引っ張

りだすために作った話です。これは対話型システムと処

理型システムの違いで考えることが出来ます。ウィンド

ウ型の対話型システムは直観的に理解できる。やさしそ

うに見え、覚えなくても使えるように見える。それで対

話型の長所としては、直観的に見て直観的に買ってもら

えるわけです。しかし、深く考える人、やさしそうなも

のは単調で飽きるから買いたくない。要するに難しいも

のに喜びを感じる人は買わないわけです。記憶力のある

人も実はマイクロソフトは全く同じようなことを何回も

繰り返すのでいやだといって買わない。従って、対話型

システムを大々的に売り出すには、この3つの短所を全

部駆逐すればいいわけです。つまり深く考える人は人口

的に少ないからこれは無視。次に単調にならないように

例えばヘルプを呼び出すとイルカが出てくるとか遊びを

入れます。それから経験を積む記憶力がある人には経験

を積む前に、頻繁にバージョンアップをすればいいわけ

です。これはマイクロソフトが今やっている戦略だろう

と私はにらんでいます。ですから、MSカリキュラムやめ

るには、端末室のOSをバージョンアップしないでずっと

使わせてみて学生が嫌になるのを待ってからLinuxをOS

にするというのは一つの手かなと思いますけど。そうい

う冗談抜きの話しとしてはこういった人がちゃんと評価

されるシステムを作るということではないかと思います。

海老原：電子メールができるか、ワードができるか、エ

クセルができるかというアンケートを取られたそうです

がスクリプトができるというのは、それらを教えなくて

もできる人だと思うのです。すべての人がスクリプトを

自由に使いこなせるようにするのは難しいと思いますが。

辰己：プログラムを簡単にスクリプトと言っていますが、

スクリプト教育をきちんとやろうという話をするときに、

今 ス ク リ プ ト と 名 の 付 く も の で 最 も 有 名 な も の は

JavaScript です。JavaScript の教育をきちんとする。

JavaScriptは幸いなことにメジャーです。例えば、Logoと

かCoBoLのようなマイナーな言語と違って、ほぼ全ての

ブラウザ－で実行できる言語で、しかもJavaScriptのプロ

グラミングをしているといろいろページが動いたりして

いくから面白い。しかもJavaScriptのプログラミングがで

きれば、ワードができなくても就職ができると思うので

すが、いかがでしょうか。私はそういうモチベーション

が絶対にあると思います。

三根：教わらなくてもできる人、教わらないとできるよ

うにならない人という話がありましたが、私の経験では、

たぶんこれは年の差があると思います。教えても教えて

もできない人がいるのですよ。しかもコンピュータに関

心を持って実践をされている人の中にもいるのです。実

は現実にはもう1種類、教えようとしても近寄ってこな

い人達がいるのです。これは大学の先生に非常に多いわ

けですが、そこのところをどうすればよいでしょうね。

辰己：全然考えてもみなかったのですけど、教えようと

しても近寄ってこない人というのがあるわけですね。あ

と教えても教えてもできない人ですね。いやちょっとな

んとも言えません。ただ、絶対最初の２者には違いがあ

るはずなのですが、教育でこの２者の違いを埋める事が

できるかできないかを検討しないといけない部分ですね。

三根：私の経験では、3番目の教えても教えてもできない

人を教育するのは不可能ですね。

司会：新入生にパソコンが無料で配られるという計画で

すが、実は前回の研究会でのヒューコムの匠さんのお話

で、今はPHSと同じようにノート型のパソコンはそれ自

身の付加価値をどうのというより、むしろ問題はコンテ

ンツであると。そこで企業側はペイすれば物は配っても

いいという時代にたぶんなってくるだろうと述べておら

れたのですが、果たしてこれは国立大学の視点からする
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と簡単に鵜のみにできない部分もあると思うのですが、

いかがでしょうか。一言感想を聞かせていただけますか。

内藤：（筑波技術短期大学）うーん、どうですかね。企業

側から提供されて受け取ることは難しいですね。例えば

研究でも難しいですよね。

A：私立の場合で言えば、マイクロソフトがソフトをただ

で配るということがあった時、何の問題意識もなく入れ

て使っていましたからね。あまり問題にはならないと思

います。

辰己：私も私立大学では何も問題意識にならなかったこ

とはよく知っていますが、国立大学だと問題になるとい

うことも直観的に分かります。

司会：逆にプロバイダーに左右されるという問題ですね。

それが大学の教育研究との関わりで検証がどこで行われ

るかという問題です。

辰己：特定のプロバイダーに学生を一斉にしばりつけて

しまうわけですね。

司会：そういうことですね。この辺は私立大学としても

当然議論はされているところですよね。

辰己：いや、もちろん私立大学の中でも、その議論はし

ているのですよ。私は早稲田で非常勤になる前、無給の

特別研究員の立場で、大学として特定の企業と結びつい

ていいのか、学校法人だからそれができないかの判断を

する話に参加もしています。たぶん問題になっても福利

厚生の範囲だと言ってしまえばすむのではないかと。

綾：その場合、フリーというのは単にプロバイダーに拘

束するだけでいいのですか。例えば場合によってはイン

ターネットでショッピングせよとか。

辰己：いえ、違いますね。

綾：全くフリーですか。

辰己：今の話はもちろん全員の学生に強制的にプロバイ

ダー契約させるわけではなくて、希望者にしています。

ただ、全員が希望すれば全員になります。

綾：プロバイダーには当然入らないといけませんね。

辰己：もちろんそうですね。入って、かつその場合は4年

間使うという話が当然出てきます。ただ、海外にもアク

セスポイントを持っているプロバイダーなら、留学した

時にも使える。

内藤：うちの大学は国立ですけれども、視覚障害者、聴

覚障害者に教えるための大学です。私のところは聴覚障

害者を教えているのですけれども、実は大部分の学生が

寮に入っていまして、学生に学校側として聴覚障害者の

コミュニケーション手段として、電話ができないですか

ら、FAXのレンタルをしています。そのときFAXをある

企業から寄付してもらいました。そして、実際にはFAX

関係の電話回線を業務委託しています。やり方によって

はプロバイダーと契約できるような気がしなくもないの

ですけど。

辰己：業務委託という場合だと聴力障害者に対してその

機能を補填するようなものを与えるのは大学の中ではあ

ることですね。ところが国立大学で一般の学生に対して

ネットワークプロバイディングを大学側で保証すること

はたぶん無理だと思う。

内藤：トラプルの問題その他がありますよね。

辰己：フリーPCにするときに当然、壊れたときのサポー

トも含めて契約はするでしょうね。

司会：三人目のレポーターとして、人文系の大学より立

田先生からご報告をお願いします。

「獨協大学における

　　コンピュータ利用の10年を振返って」
　　　　　　　立田　ルミ会員　獨協大学経済学部

　獨協大学は外国語学部、経済学部、法学部の３学部で

大学院もあります。その獨協大学に私はもう30年勤務し

ております。学生数は約9000名で、1つのキャンパスに

まとまっています。他に同じ学園として姫路獨協大学と

獨協医科大学があります。

◆ネットワーク利用

　獨協大学では1968年という早い時期にコンピュータが

導入されて、それを教える先生として私が雇われたわけ

です。助手をしながら大学院に通いました。1969年から

コンピュータ実習を開始しております。とりあえず

FORTRAN を教え始めましたが、文系の大学ですから、
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FORTRANで方程式の解を求めるような問題は無理とい

うことになり、試行錯誤をいたしました。1984年にIBM

から寄贈された30台のIBM5550を初めてネットワーク接

続しました。1989年にIBM5530を60台購入しインテリ

ジェント端末として接続しました。IBM推奨のBITNET

に加入し、今から10年前に学外とのネットワーク利用が

開始されました。このBITNET のソフトウェアはいろい

ろな機能が付いていて、今のインターネットのソフト

ウェアよりずっと便利な面もありました。

◆当時のネットワーク利用形態と問題点

　ネットワークを利用して、学生にデータファイルの転

送、教師のデモ画面の転送、それから学生画面を時々ス

キャンして、遊んでいる学生を注意したり、電子メール

やチャットを行いました。BITNETソフトでは誰が接続

中か分かるようになっており、そこにつなげてチャット

をやっていました。台湾にもつながって、ちょうど向こ

うもコンピュータの授業中でしたので、先生も乗り出し

てきてチャットをしたことがあります。チャットで1番

の問題は英語です。幸い向こうに日本語ができる学生が

いて、ローマ字でだいぶ遊びました。その当時のネット

ワーク利用の問題点は、たぶんこれから中高校にネット

ワークが入るときと同様な問題点を含んでいたと思いま

す。まず1教室しか利用できない不便さです。それと画像

が不鮮明でした。学生の画面や教師画面を見せたいのに、

画面の切り換えコントロールが効かない場合がありまし

た。モニターなしで学生の画面に直接送るので、画面を

見ながら操作ができないので不便でした。どんな方式の

教室にするかは重要な問題で、例えば前にスクリーンを

出す方式では、最近はかなりプロジェクターの性能が良

くなりましたが、イメージはわかるけれど、文字が全然

見えないということがあります。それからモニター方式

は横にあるからいいのですが、モニターと学生のコン

ピュータが全く違うことをやっているということもあり

ます。モニターは場所を取りますし、液晶モニターは高

額です。その他、当時はネットワークとパソコンの切り

換え操作が非常に複雑でした。そして今も変わらぬ問題

ですが、特定の先生だけしか利用しなかったのです。

◆イントラネットの構築

　1995年、1年半ほど留学したイリノイ大学で獨協大学

のホームページを作り、10 月に戻っていきなりホーム

ページを学生に作らせました。そして、立田ゼミ研究と

して大学祭で発表させました。1996年当時のネットワー

ク状況はまだ非常に貧弱で、イリノイ大学にまた戻りた

いと騒いでいましたら情報センターの主任研究員という

雑用係になりました。毎週ある情報センターの会議に出

て、発言の場を与えられましたので、がんがん言って、

やっと 1996 年の9 月にネットワークが再整備されまし

た。そのときに、206人の全教員と177名の全職員にコン

ピュータが入りました。裏話になりますが、予算は事務

局側がだいたい握っていますので、コンピュータのス

ペックを見ますと、何と職員の方が教員よりスペックが

高いのです。それで文句を言いましたら、先生は週に3日

ぐらいしか来なくてあまりコンピュータを使わないが、

職員は毎日来て毎日コンピュータを使うから、スペック

のいいのは当然だと言われました。全学のＬＡＮが再構

築されて、教育、研究、事務用にネットワークを使うこ

とになりました。ここで問題なのが、先生方への研修方

法です。1996年の前期試験期間の7月と導入後の9月に、

2週間ずつ初心者対象の講習会を行いました。初心者です

から、Windows入門、Word入門、インターネット入門、

情報センター利用法などの内容です。ここでマック派が、

200人中60人ぐらいいましたので、大変ですがマックも

ネットワーク管理することになりました。語学系統の先

生は、圧倒的にマックファンが多いです。ただし、

Windowsの方がネットワークのサポートは上になってお

ります。この研修は、多忙な先生方のために、4コースど

れでも何回でも受講できることにしました。初心者は１

回やっても忘れてしまいます。60才から65才ぐらいの先

生方は何回もいらっしゃいました。講習会のふたを開け

てみたら、先生方は全然やる気がないと言う事務局の推

測ははずれていました。コンピュータを教える先生とし

て、外部から講師を依頼することにしました。中の先生

に教わるのはちょっと抵抗があると考えたからです。講

習会実績は、全教員約220名のうち、Windows入門が153

名ですから大体70%、Word が68%、インターネットが

63%。情報センターの利用法は35%、大体6割から7割の

先生が講習会に参加されたということです。インター

ネットが少なかったのは、1996年にはインターネットが

まだそれほど普及していなかったからでしょう。

◆ヘルプデスクの設置

　講習会の応用編としてはPowerPoint、Access、HTML等

希望がありましたが、PowerPointは学会でよく使います

ので、結局私が講師をしました。無料奉仕ですから他の

先生方もなかなか講師をやってくれません。それでヘル

プデスクというのを作りまして、個別対応をすることに

なりました。一度もネットワークを利用していない先生

には、研究室に個別訪問して使い方を説明しました。現

在8割の先生はメールを使い、職員は100パーセント利用

しております。ヘルプデスクは企業から雇っているオペ

レータが1名いて、ヘルプの電話を受けます。現在ヘル

パーが3名、専属ではなくてパートタイマーです。企業か

らの SE が 1 名常駐しております。システム係が 1 名、

ティーチングアシスタントはうちの大学院の他に早稲田、
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慶応、理科大の大学院の学生にお世話になって、22人お

ります。その他、学生スタッフ5名は夜間の8時45分ま

でコンピュータルームを開くための要員です。ヘルプデ

スクの役割としては、ハードやソフトのトラブルで先生

方から電話があったら、電話で対応できる部分は電話で、

無理な部分については先生方の部屋に出向きます。それ

から教員側の画面を見て、教員側のコンピュータを操作

できるように Cossessionというソフトウェアで対応でき

る部分は全て行っております。この他のヘルプデスクの

仕事として、情報処理基礎教育のアシスタント、学生の

質問の対処、コンピュータ教室の管理、そして意外に多

いのがウィルス対処。去年、学生がネットワークで遊ん

でいた時ウィルスが入りまして、瞬く間に広がって大変

な騒ぎになりました。それから今年は学内全部で1000台

ぐらいのコンピュータのY2K 対処もやっております。

◆ネットワーク利用の教室

　教卓だけ機器が設置されている200名の大教室が4室

あります。60名の中教室が5室、これはコンピュータ教

室です。ゼミなどのための30名の小教室が7教室ありま

す。プロジェクターが1番最新なので、講義に私は大教室

を使うのですが、情報センターの上の教室なのにネット

ワークがきておりません。情報センターに文句を言いま

したので、来年からはひいてくれることになりました。

1994年にインテリジェントビルが作られて、そこの教室

は全部ネットワークも可能でインターネット接続されて

います。コンピュータを持っていけば画面が表示され、

書画カメラ、ビデオデッキ、レーザーディスクもDVDも

ある設備の整った教室が30ぐらいあります。

◆ 情報処理関連科目　

　経済学部は情報処理概論が18コマあります。以前抽選

だったときに不公平だと文句が出て、必修ではなくクラ

ス指定になっております。外国語学部は12コマ半期のコ

ンピュータ入門、2コマのコンピュータ概論があり、法学

部は5コマの情報処理があります。それからプログラミ

ング論、マルチメディア論、データベース論といろいろ

な科目があります。外国語学部も本当は12コマを1年間

入れたいのですが、教室と先生が足りないので半期に

なっております。すべての要求を満たすには、教室も先

生も足りません。以前は経済学部の先生が外国語学部や

法学部で教えましたけれども、最近外国語学部や法学部

でもコンピュータ専門の先生を雇うようになってきまし

た。言語情報処理、情報検索論、情報システム論、オペ

レーションズリサーチなどの科目があります。社会科学

情報検索論が法学部の新しい科目です。この科目は200

人近い受講生がいますので、1つの教室で先生がしゃべっ

てモニター画面を2教室に出して、先生に直接質問でき

るよう教室を作り、TAを入れています。

◆コンピュータ利用の科目

　例えば管理会計論、英作文、時事英語、社会会計論と

か比較文化論等があります。帰国子女用の日本語、ドイ

ツ語、アラビア語も入っていてびっくりしています。言

語情報処理、コミュニケーション文献研究、地域経済論、

経済論、演習等が新しく加わりました。この間教室を覗

いていたら、英語でコンピュータの使い方をやっている

授業もありました。コンピュータの操作方法を全部英語

で聞けるのですね。その他の使い方として資格試験講座

があります。今私が主任をやっていまして、情報処理講

座でネットワーク上で試験問題が試せるように、ゼミの

学生を巻き込んでJAVA スクリプトで作らせました。外

国語教育講座もネットワークを使っております。

　最近地域社会に貢献するオープンな大学が求められて

いますが、獨協大学では私が広報委員だった10年ぐらい

前から一般市民対応のオープンカレッジをやっておりま

す。ウィンドウズ入門、ビジネスパソコンの基礎、家庭

で使うホームページ作成などの内容で、土曜日に行って

います。私は以前教えていたのですが、土曜日がつぶれ

ると研究会にも出られませんので、今年から別の方に

やっていただいています。受講生は企業の中年の中間管

理職の方、何とかワープロでも表計算でも身につけて、

再就職をしたいという女の方、それから定年退職後の方

です。レベルがまちまちで、アシスタントが苦労してお

ります。

◆私の担当科目

　私の担当科目は、情報処理概論、新設された国際法学

科の情報処理、マルチメディア論、プログラミング論で

す。また、経営外国語という科目では、洋書の教科書を

ネットワークで注文して、私のカードで学生にデモンス

トレーションしながら購入し、3、4日ぐらいで届く本を

読んでいます。それはHTML4.0の本ですが、それに従っ

て英語でホームページを作っております。ゼミと大学院

の授業と合わせると月曜から水曜まで授業ばっかりとい

う感じです。

◆情報処理概論

　1969年に定員15人からスタートした当初は、希望者が

少なくて、先生とアシスタントと教える方が2人に対し

て学生は1人とか、そんなクラスもありました。それがだ

んだん文系でも受講者が増えて、先着順にしましたら、

夜中から並ぶ人が出てきたのが1990年ぐらいでした。並

んだ、並んでないのけんかになって、抽選になりました

が、私のゼミに入った学生も1年も2年も抽選に外れて、

やっと情報処理概論が受講できましたという状況でした
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です。教育用のサーバーはもちろん開設されていますが、

教職員用のトレーニングコースが18項目あって、それが

初級、中級、上級に分かれています。1コースで50ドル

ぐらいで有料です。何日間かの1コースの授業が終わっ

た後で、さらに夜のトレーニングコースがあります。こ

れも有料ですが、もちろん自腹を切るわけではなくて、

研究費から払います。それから、バーチャルクラスルー

ムというのがあります。ワールドレクチャーホールが

あって、そこにシラバスや教材やツールを置く場所が確

保されています。これらのツール利用のためののトレー

ニングコースもあるということで、かなりのコースが

ネットワーク上にのっています。インターネット上のク

ラス開設で、外部からお金をとっているのもありますし、

内部だけのもあります。私のいた1995年頃は、開始した

ばかりでしたので無料で公開して、皆に使用してもらっ

て様子をみていたようですけれども、最近はお金をとる

ようになっています。

◆ 日本の教育環境

　大学はインターネットの接続はほとんど100パーセン

トになり、一般教室でも一部利用可能になってきていま

す。2002 年から中学で「情報とコンピュータ」が必須、

2003年で高校の「情報」が導入されて、子供達はもうコ

ンピュータを使える状況で入ってくるわけです。97年と

98年に、私のプロジェクトで行った大学生の調査では、

46% が自宅でパソコンを持っていました。中学で情報処

理は習ったけれど、高校では受験で何もやっていないと

いう学生がほとんどでした。7月にオープンキャンパスが

あり、250人ぐらいを対象に模擬授業をやりました。その

中でホームページにアクセスしたことのある人が半分ぐ

らいいました。高校生もインターネットは使っています。

◆ 授業のデジタル化

　朝日新聞の9月23日の朝刊に、『大学の「知」、丸ごと

デジタル化』と題して、獨協大学が出ました。業者名も

出ていましたが、三菱商事と一緒にやっています。今は

各学部から1グループの実験授業です。これは情報セン

ターが500万円ぐらいの予算で、業者と提携し、学生ア

ルバイトを20名ぐらい募集してやっています。学生アル

バイトの中に、すごく興味を持ってどんどん新しいこと

に挑戦していく学生もおります。9月からプロジェクトの

実験中で、うまく予算がつけば、今度は5000万円ぐらい

の規模にする予定です。業者を入れて開発するメリット

は、最新情報が得られることです。三菱商事は衛星通信

会社とタイアップしておりますし、技術者の援助も得ら

れます。それから他大学とも連携していますので、その

ノウハウも取り込めます。今、私学ではこういうものに

対して補助金が半額出ますので、5000 万円の予算でも

ので、クラス指定にしました。ただし、すでに使ってい

る人には必要はないだろうと必須にしなかったのです。

抽選の頃の学生の方が熱心だったと感じる先生もいます。

授業は、学生15人に先生1人、アシスタント1人からス

タートして、だんだん学生数を増やして、今や学生60人

で、アシスタント2人です。それをさらに200人にして、

先生1人でアシスタントを5人くらい入れようという計

画もありましたが、200人には私は猛反対しました。

　授業内容ですが、入力のタイプが打てるように、タイ

プ練習ソフトを使ってやらせております。その後、情報

倫理、ホームページの閲覧、電子メール、ワープロ、表

計算の順番で進みます。まず電子メールのおもしろさが

分かれば、自然にタイプができるようになるだろうと、

電子メールを先にやります。ワープロ、表計算は主に、

ホームページ作成という観点からやっております。それ

と、プレゼンテーションソフトが皆好きですね。

◆ネットワークの利用

　私自身は教材を研究室で作って、教卓のコンピュータ

から取り出しています。学生には各授業毎にメーリング

リストを作ったり、ネットワーク上にファイルを置いて、

シェアファイルからデータを使うようにさせています。

ネットワークエリアへのレポート提出もやっておりまし

て、学生は他の人のは見えない形になっています。

◆ゼミ

　ゼミはWeb教材の調査研究というテーマでやっており

ます。実際にWeb教材のプロトタイプを開発して、卒論

で発表させています。一昨年から卒論は紙をやめて、学

生がネットワーク上に置いた卒業論文をCD-ROMに焼付

けて配布しています。学生がホームページコンテストを

やろうと言い出して、今、ゼミのトップページを募集し

ております。それからBBSを今年の春からやりはじめま

した。約7500のアクセスがありますし、約750の投稿も

あります。

　

◆自宅でのネットワークの利用

　自宅でのネットワークの利用はPPP接続ですが、最初

は5本だけ試したのですが、30本に増やしました。BBS

やメール交換、休講などの内部情報を見たり、また、欠

席届をメールで出してきます。卒論は 1人ではなくてグ

ループでさせていますので、卒論製作のデータのやりと

りに使っています。添付ファイルは一応ネットワークは1

メガまでと制限しておりますので、送るときに引っか

かったら圧縮することを自分で学んでいきます。

◆イリノイ大学でのネットワーク利用

　イリノイ大学は高速のネットワークがきているところ
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◆◇質疑応答◇◆

司会：立田先生ありがとうございました。至れりつくせ

りの研修プログラムをもってしても、なお40名ほどの先

生はコンピュータを使わないようですが。

立田：デスクトップだったので、コンピュータを置くだ

けでも迷惑という先生もいました。2000年に先生方のコ

ンピュータを換えるのですが、迷惑という人と使いたい

人をランク分けする話になっております。迷惑といって

もやはりシラバスぐらいは作っていただきたいのと、お

知らせを紙で配らない方向になっておりますので、メー

ルぐらいは使ってくださいということで、その先生方を

個別的に何回もお伺いして、分かっていただくような対

処をしております。

綾：大学院での情報処理研究、情報処理演習の内容を具

体的にお伺いしたい。

立田：私の授業ですので、教育にコンピュータを生かす

ということで、教材を作るとか、それから教材をうまく

活用するためのシステムを作ることを行っております。

野沢：立命館の野沢です。情報処理概論では、電子メー

ルを先に教えて、ワープロは後からというお話でしたが、

例えば私のクラスは宿題の提出は基本的に全部Ｅメール

でさせますので、Eメールを教えますが、英語で書かせる

関係でスペルミスとかワープロの機能を必要としますの

で、基本的にはワープロを学ばせてから、それを使って

書いたものを電子メールで送るということをしています。

先生はやはりEメールが先の方がいいとお考えですか。

立田：私はEメールの使い方をさっと教えてから、ワー

プロで書いてEメールを送れば便利ですよと簡単に説明

しますが、メールを主体にして教えています。同様に

ホームページを作るときは、ワープロを道具として使え

るというようにしております。ワープロを丁寧に教える

というより、使う目的に合わせて活用のさせ方を教えて

おります。

野沢：先生のゼミのURL を教えていただきたい。

立田：獨協大のhttp ://www.dokkyo.ac.jp/のホームページ

からゼミのページに飛べるようになっております。

辰己：200人の情報処理概論は危険なのでやめた方がいい

と思います。早稲田では去年 100人のクラスもいくつか

2500万円で済むわけです。ところが業者支援開発の問題

点は、費用が非常に高いことです。また、教員全員が教

材を開発できるわけではなく、公募しないままプロジェ

クトの特定の先生が決まっています。それと業者が入る

と大学に開発のノウハウが残りませんし、開発用のハー

ドも貸してくれますが、撤退時には返却しなければなり

ません。学生アルバイトは卒業してしまいます。業者は

ときどき来るだけですので、細かい打合せができないと

いう問題があります。

◆ 学内で電子教材を開発するために

　教員研修がいつでも受けられる状況になっていること

と、教材作成の援助をする機関が必要だと思います。イ

リノイ大学では教材作成の援助をする機関が既にありま

す。ツールも新しいものを用意してほしい。獨協大学で

は開発用の部屋は1つありますが、来年度、特殊なソフト

やハードが入ったマルチメディア教材作成室ができる予

定です。それから、支援の人材がどれくらい確保できる

か1番大事ですね。

◆来年度の計画と今後の課題

　来年度の計画としては、ノート型の教室を2室増加す

ることと、マルチメディア教材作成室を作る計画になっ

ております。LANも100MBにして、マルチメディア対応

にすると言っております。ネットワークも再構築しなく

てはいけないと、ネットワーク再構築の委員会が作られ

ております。ネットワークを使うのはいいのですが、ど

うやって有用な情報を探すかとか、著作権の問題もあり

ますし、映像のアクセススピードもどこかで渋滞してい

ると遅いという問題もあります。ネットワークスピード

と人的サポートは今後の課題と言えます。

◆ おわりに

　CIECで行っているような研修プログラムを、是非これ

からもやってほしいと思います。海外の ED-MEDIA、

Webnet、ICCE という学会では、必ずワークショップと

チュートリアルというコースがあります。有料ですが、

新しい技術を紹介しています。私が研究員をしているメ

ディア教育開発センターでは、今年は20講座を先生方の

ために無料で開設していますが、千葉の幕張まで行くの

が大変です。私立大学情報教育協会では、今年から研修

プログラムができて、一泊二日で3万円ぐらいです。マイ

クロソフトは、mediacubeセミナーをWeb上で無料でやっ

ています。先生方は忙しいので、ノウハウの要点をぱっ

ぱっと教えてもらいたいのですが、そういう機会は少な

いので、学内での研修プログラムの実施が重要だと思い

ます。いろいろなサポートがあってこそ、コンピュータ

を教育に利用できるのではないかと思っております。
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ありましたが、全部廃止して50人にしました。私の聞い

た話では、ある学校で300人のクラスがあるそうです。し

かも、ノートパソコンを学生に持参させて、教室にある

AC電源と10base-Tにつないで、300人が一斉にやるらし

いのですが、修羅場が想像ができます。私も３年前に帝

京女子短期大学で60人でTAなし、全員ノートパソコン

を経験しましたが、京王線にパソコンを忘れてくるよう

なトラブルが毎週起きていました。50人クラスを実現す

るために早稲田のメディアネットワークセンターでは、

非常勤講師の採用時の資格を思いっきり下げてみました。

非常勤を採用するのにドクターの有無が問題になります

が、センターでは他大の博士課程の学生であればとって

しまいます。クリエーター系ですと、大学卒業前でも既

に非常勤で採用しています。そのようにしてクラス数を

増やしています。

立田：ありがとうございます。私は100人の授業を見学

して恐ろしいと思いまして、200人のノートパソコンを持

ちこむ計画に非常に反対しまして、もとに戻ったという

経緯があります。

海老原：具体的な話だったので、数点質問をお願いしま

す。まず、ホームページ作成はメモ帳でやられています

か。2点目は家庭からのネット利用にプロバイダーに入会

させているかということ。3点目はコンピュータ利用の科

目が非常に多いのですが、この教室はパソコンの入って

いる教室を使うのかどうか。4点目はマルチメディア教材

作成のツールですね。ご推薦のものを教えていただきた

い。

立田： ホームページ作成については、初心者にはまず

ワープロで作って、実はこういうふうになっているんだ

よという程度に留めております。ゼミなどではタグを学

ばせてから、便利なツールを紹介しております。2点目の

外部からの接続は、プロバイダーは使っておりません。

ダイヤル接続ですから、大学から遠い学生はちょっと気

の毒かなと思いますけれども、テレホーダイで夜中に集

中しております。3点目のコンピュータ利用の授業は、全

部コンピュータのある教室です。マルチメディア作成に

つきましては、以前はMMD、ディレクターをよく使って

おりましたけれども、何しろ値段が高いのです。ネット

ワーク関係のアニメーションですと、Flashが非常に軽く

て、使い方も簡単ですので、学生はFlashが大好きです。

3D関係になりますと,ライトウェーブがありますが、そ

れもちょっと値段が高いので、ライトウェーブのライト

版が今度できたようなので、それなら買えるかなと思い

ます。フォトショップも、やっと 10台だけ入れました。

海老原：獨協大学ではパソコンの貸し出しはやられてい

ますか。

立田：ノート型パソコンを買わせたり、貸しだしたりの

試行錯誤をしてきました。ノート型パソコンを買わせた

ときは、次に使う授業がないと父兄から文句が出て止め

ました。パソコンの貸し出しは、学生はなかなか返さな

いし、貸し出し業務が大変という1番大きい理由で、学生

には貸し出しておりません。今は先生方に授業用として

貸し出しをしております。

綾：先ほどレポートを電子メールで受け取る話がありま

したが、私は電子メールで同じようなレポートをある人

数を超えて読むのは非常に苦痛です。必ずしもディスプ

レイ上で読むことがいいとは限らないと思いますが、い

かがでしょうか。

辰己：私は全部電子メールで送らせて、紙媒体は受け取

らないようにしています。理由は私の生活が東京と大阪

の両方にあるので紙媒体を受け取りにくいこと、かつ

ノートパソコンであらゆるメールを受けて仕事をしてい

ますので、全部メールで出してもらわないと仕事になり

ません。ただ、同じような解答がたくさん出てくるよう

な課題を出さないことも一つの手だと思います。他人と

同じなら減点すると厳しいことを言っていますが、これ

も必ずしも可能とは限らず、プログラミングの課題です

と、FORTRAN、BASICのプログラムだとそういうこと

ができますが、LISPとかMLのプログラムを出題すると

たぶん誰が書いても同じプログラムになってしまいます。

他人と同じものを出したら減点にするのは、課題により

けりですね。

立田：紙だと散逸しそうなので、ネットワーク上に提出

させています。便利な点は、提出日の遅れが一目瞭然な

ことです。どんな課題でも、自分で問題を考えなさいと

言っていますので、いろいろなアイディアが出てきます。

それをネットワークを用いて公表することで次回からの

効果を期待しています。

海老原：今のお話はメールに添付して送らずに、ネット

ワークにエリアを設けて、そこにプールさせる方法です

ね。そのエリアは各学生に全部割り当てるのですか。

立田：はい。ネットワークエリアの中に学籍番号でフォ

ルダを作らせております。他人には見えません。

海老原： A教室で作った作品を入れておいてB教室で見

るという具合に非常に便利に使えますね。
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立田：どこの教室からでも使えるようになっています。

今のところ使う先生が少なく、私は優遇されています。

司会：今日は私立大学の立場から情報教育の現状を過去

に遡って語っていただき、現在の課題、これからの問題

点を探っていただきました。ここでご報告いただきまし

た情報教育に関わる課題や問題は私立大学に限らず、全

ての大学にとって今後さらに大きな教育改革のテーマと

なって来る可能性があります。つまり、今、大学が様々

に変化、改革を行っているところでありまして、それに

関連して情報教育も変わらざるを得ないところに立たさ

れているのだろうと思います。従いまして、こういう中

身の議論はCIECにおきましても引き続き研究会等を通じ

て、検討議論をしていきたいと思っております。

日　時：1999 年12月4日（土）　12：30～15：30

場　所：北海道クリスチャンセンター

テーマ：

「通信衛星ネットワークによる

　　　　　　　　仮想作業空間構築に向けて」

　　　　青木　由直会員　北海道大学大学院工学研究科

「情報化社会への教師の帰属意識と教育の情報化」

　　　　山形 積治会員　北海道教育大学旭川校　

平井（北星学園大学）：本日は、北海道大学大学院工学研

究科の青木由直先生から、ネットワークを通じてさまざ

まな研究機関などを結び、その研究機関でさまざまな言

語の可能性を共有し、コミュニケーションを見いだそう

という試みについてのお話をいただきます。次に、北海

道教育大学旭川校の山形積治先生からは、小中学校そし

て高等学校におけるコンピュータ教育の実態と、それを

扱う教員の資質の問題についてご講演いただきます。

「通信衛星ネットワークによる

　　　　　　仮想作業空間構築に向けて」
　　青木　由直会員　北海道大学大学院工学研究科

　国際社会において、言葉が通じないということは、非

常に問題だと思われます。今のようなインターネット社

会では、画像とかは言葉などの問題を飛び越えて自由に

取り込んでくることができるのですが、言語の方は、今

のところ英語が共通言語になっています。そこで、お互

い英語を知らない外国人同士の時に、画像を使ってどの

程度コミュニケーションが行えるかというのが、私の研

究の目的になっております。ですが、現在大学は、ある

ウィークポイントを持っております。まずは、そこの所

から、お話ししていきたいと思います。

◆大学の抱えるウィークポイント

　私の所属を詳しく申しますと、北海道大学大学院工学

研究科電子情報メディア工学専攻情報工学講座、さらに

続きましてメディア工学分野となります。全国の大学が

このようになって来ておりまして、自分の講座名が正確

に言えないといった状況を来しております。これが既に

大学と申しますか、こういう組織の行き詰まりを端的に

表しているわけです。それに従って、当然のことながら

組織も非常に入り組んで、重層構造になっております。

先生方が非常に疲労困憊なさっておいでなのが、この複

雑な制度の中で国立大学が国立大学として残るかの瀬戸

際に来ており、そのための色々な調査資料を読んだり回

答を出さなくてはならないことです。最近ですと文部省

を始め他省庁から、研究費はその評価にしたがって出す

けれど、何もしなければ全く支給しないという脅しのよ

うなことも言われていて、なかなか大変な世の中になっ

てきております。その対応策としては、コンピュータ時

代の情報収集技術を巧く利用してなるべく効率よく行う

ことでしょうか。ただその際に問題となるのは、年配の

先生になりますと、これだけ氾濫している情報機器に対

して、その習得だけに時間をとられてしまうということ

でしょう。これは自分の研究や学生の研究指導に回せる

時間がそれだけ削られることで、情報環境が整備されて

いないところではウィークポイントとなっています。

◆衛星通信のインフラ整備の難しさ

　今行っております研究は「通信衛星ネットワークによ

る知的作業空間構築に向けての取り組み」であります。

研究で目指しているところはいいのではないかと思いま

す。と言いますのは、北海道のように他の地域から比べ

て広域で、かつ過疎化が進んでいるところにおいては、

遠隔学習とか遠隔教育とか、知的な共同作業空間を通信

第18回研究会報告
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ネットワークで作ろうというのは、結構すんなりと受け

入れられるわけです。その反面、いざ研究インフラを構

築するとなると色々な問題点が出てきます。挙げるなら

ば、通信衛星ネットワークなどと一言で言いますが、実

際の所、通信衛星ネットワークなるものを誰が構築して、

誰がメンテナンスを行い、誰がソフトウェアを開発する

かというと、ほとんど手が出ないのが実状でしょう。私

は電子工学科の卒業生なので、学生の頃は、そういった

事を曲がりなりにも学んできたわけですが、その勉強し

たという思い込みだけでやっているわけです。ところが、

現在は情報工学科で教えています。情報工学科は人気が

あるせいでしょうか、優秀な学生が来るのですが、かな

り視野が狭くなってしまっています。専門とは少し違っ

た分野の研究をさせると全く手が出ない。そういう状況

になっています。専門ではある種の特殊な力を発揮する

のですが、総合的な研究になると苦しいという実状があ

ります。仮想空間を構築して、遠隔実験室・遠隔教室・サ

テライトオフィス・仮想大学を作ろうというのが大目標

で、まずそういったインフラを構築してからその中で研

究をしたいなぁという希望があります。

　現在は通信衛星のネットワークの環境整備を行ってお

りまして、北大工学研究科と北大水産学部（函館）、そし

て道内の主な工科系の国立大学（北見工業大学・室蘭工

業大学）、北海道工業大学のような私立大学に地方自治体

（岩見沢市自治体ネットワークセンター）、これらを結ん

で衛星通信のネットワークを構築しつつあります。通信

衛星のネットワークと言ってもお金のかかる話で、文部

省の科学研究費や通信放送機構TAO（これに関しては後

述します）の補助金を利用しています。

　

◆大学における衛星通信研究の過去と現在

　大学における衛星通信の研究というのは、北大の他に

道工大、早稲田、東北学院、電気通信大、北見工大（後

から参加）が中心になって、1991年５月ぐらいに「衛星

総合通信共同利用研究会」が発足したところから始まり

ます。当初は、日本サテライトシステムズのJCSATを利

用させてもらいました。でも、恥ずかしい事ながら、当

時の北大には実験地球局を整備しこれを維持する費用は

なかったんです。必要なものは何でも、頭を下げてお願

いして借りてきて、まかなっていました。ところが、お

金のかかっていない研究というのは評価されないものな

んです。研究費を出す側としては、お金をかけずにでき

てしまう研究では、面目丸つぶれなわけで、そういうも

のは評価してくれないんですね。そうこうしているうち

に、1996年12月には衛星通信実験に参加する大学数は34

に増え、地球局（実験局）は48に増えました。ところが、

衛星通信のビジネスが盛んになってきて、企業（日本サ

テライトシステムズ）の方は、大学へただで貸すような

余裕がないというか、そんなことはしてくれなくなって

来ました。相手が大学でも、通信のお金は払ってくださ

いということになって来ました。一回30分使っても何万

円ものお金が飛んでしまうわけです。このような状況で

今年（1999年）の4月から実験局から実用局に移行する

ようになって、大学の地球局の数は減少しました。実用

局というのは、銀行などがオンラインで何かをやるとき

などに利用するので使用料を払う地球局なのですが、一

方で、実験地球局というのは、「電気通信の発達のために

何か良いことをやっているのなら認めてあげよう！」と

いう目的が認められて認可されるものです。そこで、認

可を得るということが大変です。認可のためには、こう

いう設備があるか、電波を出す技術者（免許保有者）が

揃っているかなど、さまざまなハードルがあるわけです。

ところが、そんな技術者というのはなかなかいないもの

です。それで、私自身が電波を出すための免許を国家試

験を受けて取得しました。自動車の免許と同じで、いろ

いろと専門的設問に答えるのですが、人間がプロフェッ

ショナルかどうかの基準というのは、思い込みに近いも

のがあるんですよね。昔かじったから、その道のプロだ

と思い込んでいる部分がある。教育って、思い込ませる

ためのものなのかな？とも思えてしまうんですが。とい

うのも、大学4年程度の勉強では社会で通用するレベル

までには行くわけがないでしょう。でも、大学で4年やっ

たからその道の専門家だと思うわけですよ。たった4年

間で専門が決まってしまう。まして、大学の最初の1～2

年間は教養みたいなもので、また1年ぐらいは大学院入

試や就職の準備、卒論でつぶれて、実際に専門の勉強を

先生についてやるのは正味1年ぐらい。この1年ぐらいで

将来の道が決まってしまうのは、何とも面白いものです。

◆国際共同研究？

　先ほどの TAO というのは、郵政省の外郭団体です。

言ってみれば、郵政省に来たお金を研究開発のためにば

らまく組織です。つまり、郵政省から研究の補助金を受

け取ることになります。これが結構厄介で、文部省から

の科研費は全額補助で、額が多い事には頓着しないので

すが、他の省庁からの補助金というのはだいたい半額補

助です。つまり、補助半分、自前半分ということです。こ

の自前分が大変。このプロジェクトのための研究費を別

に貰って来ないとダメという事なのですが、それが難し

いわけです。ともかく、補助金獲得のために色々応募し

ています。国際共同研究ということで提出して他の研究

者の研究報告を読むと、その実体は国際共同研究なんて

ものじゃなくて、例えば、ICを作った時にたまたまそこ

に、どこどこの国の人がいました程度で“国際共同研究”

ということにしてしまう例もみられ、なかなか大変です。



21CIEC NewsletterNO.18 March10,2000

IDとパスワードを入れると、お互いをCyber Space上で繋

ぎます。コミュニケーションの場が準備されるわけです。

これは、テキストのチャッティングシステムではなく、

動画像によるチャッティングシステムです。ですが、一

から動作のモデルを作るのは大変なので、部品をクリッ

クして選んできて、その動作がある意味を持たせた動作

になるとアニメーションにするという方法を採っていま

す。それがある種のテキストの情報の代わりになるわけ

です。（この後、実演を行う）こういったものは、実際こ

の世の中に出ているのかというと、Microsoftから似たよ

うなものは出ています。それですと、感情を選択すると

それに対応した表情が表示されるので、パーツを選んで

こないでもOKです。ただ、基本的な感情を簡単に表現す

るだけならこれで充分なんですが、実際私たちが開発し

ているのは、複数の感情を混ぜ合わせたり、冷や汗など

のパーツでより漫画的な表現をできるようにしています。

もし3Ｄモデルでやろうとすれば、3面図をもとにしてモ

デルを作ったりしなくてはならない。それをアニメー

ション化しようものならなかなか大変な話で、より簡単

な2次元の漫画表現のシステムを開発しています。この

システムでは、顔がどちらを向いているか、そしてこう

やれば、表現も簡単に判りやすく出すことができます。

ただそれだけではなくて、国際的なコミュニケーション

を将来的な目標に置いている以上、ナショナリティーを

どうやって出すかが問題なわけです。顔はみんな同じよ

うなものだから、そこのところが難しい。肌色だけでは

無理があるし、服装ではどうかとか色々と試行錯誤して

いるわけです。この「化身話」というものを、もっとい

うと「非言語知的処理エージェント」（ N o n - v e r b a l

language for Intelligent Processing Agent）として認知させ

たいと思っています。ジェスチャー、顔の表情、顔の動

作、視線（どこを向いているか）、モデルから得られるで

あろうジェネレーション、知性、ナショナリティとかそ

ういった物を一つのアニメーションの中に入れこんで、

色々なことをやろうというのが今やっていることの内容

の基本です。

◆「衛星通信ネットワーク」は既に始まっている！

　これまで述べた研究を通信衛星を使ってやりたいとい

うことなのですが、札幌市内にある北大から離れたとこ

ろに、岩見沢市自治体ネットワークセンターがありまし

て、装置にしてもシステムにしてもお金がかかっていて、

我々もお金がないので食い込ませてもらおうかと考えて

いるわけです。ロッジ風の建物があって、頼むと貸して

もらえるのですが、なぜそんなにお金をかけているかと

いうと、ここで新しい研究を立ち上げ新しい技術を開発

してもらい、それが何か新たな企業の核になって、地域

の産業振興に繋げたいというのがねらいです。そういう

◆Cyber Space における「化身」

　Avatar というものを皆さんご存知だと思うのですが、

要するに、自分の分身をCyber Space 上で動かす技術で

す。他にも、Microsoft、ソニー、富士通などもやってい

ますが、こういうものが、Cyber Spaceを動き回るような

時代になってきました。例えば、インターナショナルな

Cyber Spaceにおいて、日本人とドイツ人が出会ったとす

ると、お互いにコミュニケーションぐらいはとりたいわ

けですが、全部日本語とか、ドイツ語とかにしてしまう

と、お互いに言葉が判らないわけです。そうなってくる

と、Avatarという技術の中でイメージを使ってコミュニ

ケーションを図るしかないんじゃないかな？というのが、

今回の研究の始まりです。Avatar というのは、サンスク

リット語で神の化身と訳されています。ここで、私の提

案したものはこれらの用語から新しく「化身話」という

言葉を作ったわけです。当初は、手話にしていたのです

が、これでは、学会で発表したときなどに、身障者のた

めの研究であろうと思われるんですね。まぁ自分で作っ

た言葉なんですが、論文を書いたり、研究費を出しても

らったりしてこの造語が認められれば、この造語も認知

されるようになるだろうと思って使っています。実際に

「化身話」を利用するときには、CGアニメーションの利

用ということで、さまざまな動作を表現するCGアニメー

ションを作って行かなくてはなりません。現在、こうい

うアニメーション用モデルを作る言語を開発していると

ころです。今のゲーム世界ではこういうものも、簡単に、

そしてすぐに作れるんじゃないかと言われるんですが、

それはあくまでゲームの世界でしかなくって、やはりコ

ミュニケーションというのが目的なので、自分の手で構

築していこうと思うわけです。インターナショナルなも

のを作ろうということなので、ちょっとした簡単なジェ

スチャーで、知識が無くてもすぐに伝わるものを目指し

ています。普通、言語というものは、それを勉強しない

とどんなに頑張ったって、ほとんどわからないものです

が、ジェスチャーとか表情といったものは、根本的な部

分では民族が変わっても変わらないんですね。その一方、

どこまで正確に意志が伝わるかは別の問題で、そこを創

意工夫して新しいコミュニケーションシステムを作りた

いというのが大きな希望です。

◆その希望を実現するために…

　そのCG アニメーションのデザインを行うシステムで

すが、二つのプログラミング言語（LISPとFORTH）を併

せて新しいプログラミング言語 (LIFO) を作り、それで

行 っ て い る の で す が 、 結 構 難 し く て 、 最 近 で は 、

MATLABというものを利用しようかなぁと考えていま

す。自分たちのやっていることは、サーバ-クライアント

システムである画面を作り、そこにログインしたときに
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推進研究費というものがあります。科学研究費も変わっ

てきまして、これまでは、文部省が全て一括して扱って

いたのですが、基盤研究とか奨励研究は、日本学術振興

会というところが審査などを行うことになって、特別な

ものだけを文部省が扱うことになりました。それで、こ

の地域連携推進研究というものは、文部省が扱っている

んです。そこで、「通信衛星ネットワークによる知的作業

空間構築と化身話を用いた遠隔共同利用法の開発」とい

うことで、ちょうど先程述べたそれぞれの大学に受信装

置を取り付けていまして、年が明けたら準備できるかな

ということになっています。それと、TAO に「化身話

（Avatar Language）とライブCG技術を用いた異言語間コ

ミュニケーション技術に関する国際共同研究」というプ

ロジェクトで補助金を出してもらっています。どうして

このようなことをわざわざ言うかといいますと、この

テーマで補助金をもらうと「化身話」というものも少し

は認知されたといっていいかなと思うからなのです。し

かし、補助金担当の人も「化身話」の言葉に面食らった

らしく、これは何と読んで一体何なのかと訊かれました。

まぁ、とりあえずこの表題で研究を続けることにしてお

ります。これで今日の私の発表を終えたいと思います。

平井：青木先生、ありがとうございました。技術確認や

応用事例的なご質問など、なんでも結構ですのでご自由

にお出しいただきたいと思います。

◆◇質疑応答◇◆

山形（北海道教育大）：私の所では、重傷の心身障害者の

コミュニケーションを現在扱っているのですが、30歳ぐ

らいで3歳～5、6歳程度の知的レベルしかない人達が対

象です。コミュニケーションという点で問題がない人は

あまり多くないのですが、このような場合にも応用がで

きるのではないかと思うのですが、知的レベルというの

は相当高くないとダメなものなんでしょうか？

青木：そもそも、この方法ではあまり高級な概念という

ものは伝わらないんじゃないかと思っています。伝わら

ないというのは、言い過ぎかもしれないですけれど、自

分自身が手話をやっていないので判らないのですが、非

常に難しい概念的な話を手話で表現しているのを見ます

が、巧く伝わっているものなんでしょうか？この辺は、

先生の方がお詳しいのではないかと思うのですが、如何

でしょう？

山形：手話をやっている先生に聞く限りでは、伝わると

意味では、大学も立派な顧客として成り立つわけで、

我々も使おうかどうしようか考えているところです。

　岩見沢市では通信衛星を利用した遠隔教育を行ってい

て、岩見沢市立小中高等学校間を双方向ネットワークで

結び、モニターを見ながら中学校同士をつなげるように

しています。普通ではソフトの面などで大変だろうと思

うのですが、さすがにお金がかかっているだけあって

色々な装置がありまして、なかなかすごいなぁという感

じがします。ちなみに、こういうことは、最近あちらこ

ちらで行われていまして、衛星通信を利用して学校から

インターネットに接続して配信しているという事例もあ

ります。これは、KDDが開発した「スクールキャスト」と

いうシステムを利用したもので、白糠の小中学校を選ん

で行われたモデル実験です。とはいえ、関連機器にかか

る費用は約７５万円、使用料は月額で約４万円だそうで、

なかなかに高いのではないでしょうか。ただ、こういっ

た学校レベルでのインフラというものが整備されてきて

いるなという感じを受けました。

　これは、北大のSCS (Space Collaboration System) とい

うシステムなんですが、使ってみて大変だなと感じたの

は、技術者がいないということです。職員がセッティン

グまではやってくれるのですが、トラブルが起こったと

きは利用者で対処することになるわけです。大学として

も、そこに専門の人材を配置することはできませんから。

しかも、これが使いづらいんですよね。北見工大と1回特

別講義をやってみたのですが、またやってみようかとい

う気にはならないなと思いました。それともう一つ、パ

ソコンですと、こうして簡単にインターフェイスが出て

いるわけですが、衛星とのインターフェイスは特殊でし

て、“エア・インターフェイス”というんですが、口で

言って注文すればすぐ出て来るというようなものではな

く、自分たちで開発しなくてはならない。それがなかな

か大変なんですよね。とても、一研究室でサポートでき

る代物ではないなということが、よくわかりました。

　それで、結論的なことを言いますと、北海道のような

広域で過疎化が進んでいる地域では、通信衛星ネット

ワークを整備しなくてはならないと思います。そうは

言っても、そんなにお金がもらえるわけでもなくどこか

に集中的にお金が集まることになっていて、それが、岩

見沢市自治体ネットワークセンターなのですが、そこと

大学とででも通信衛星のネットワークのインフラを作っ

てみようかなということを考えています。それを用いて

何をするかと言えば、将来的にはいろいろな仮想世界で

の実験を行いたいと思っています。

◆現実問題：研究費他、費用面での問題

　ここで研究費のプロジェクトの話を持ち出すのもどう

かと思うのですが、今年から文部省で始まった地域連携
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いうことです。だいたい90％ぐらいは、手話で伝えるこ

とができるらしいです。

青木：手話といっても、身振り手振りを使うものと、文

字的な概念を使うものとの二つにわけられると思います。

例えば、青木なら青木という名前を伝えようとしたとき

に、口を動かしてその表情で伝えようと思ってもなかな

か難しい反面、文字で a、o、k、i という形を見せれば伝

わるわけですよね。つまり、相手がこの場合ならアル

ファベットを知ってさえいれば、アルファベットに対応

する動作を繰り返すことで伝えられるわけです。ですが、

概念的なものというのは、動作だけで先生のおっしゃっ

たように90％も伝わっているのかどうか。自分の研究は、

本当に単純な日常生活上での意志が伝われば良しとして

いるので、その範囲内であれば、身障者相手でも使える

のではないかと思います。ただ問題は、既にこれだけ手

話が浸透しているなかで、新しくこの身振り手振りがこ

ういう意味でと定義して使ってみたところで総すかんを

食うのは目に見えているわけです。自分の立場はよくわ

かっているつもりで、あくまで自分はエンジニア的研究

者の立場と思っています。世の中にない新しいものを考

え出そうという立場なわけです。ですが、機能が今まで

のをはるかに上回ってくれるならともかく、そんなよく

わからない新しいものを使うといったって困る、と言わ

れてしまうわけです。ですから、身障者のためにやって

いるとか、これを使うと世の中のためになりますなどと

いうことはあまり言わないで、何か新しくて面白そうだ

からやっていますという立場です。だから、そういう点

では、ご質問にあったような観点から見られると弱いで

す。

板倉（鹿児島大学）：先生の御講演を聴き、日本の身障者

と外国の身障者とのコミュニケーションに利用できるの

ではないかと思いました。それともう一点。昨今では

SMILなどというものも出てまいりまして、いわゆるマル

チメディアというものとの関連性というものも無視でき

なくなってきていると思うのですが、そういった点は如

何にお考えなのでしょうか。

青木：どうして通信衛星を利用するかと言えば、ケーブ

ルがダメになったときには威力を発揮するわけです。災

害が起こって、ケーブルがダメになってしまった時に、

パソコンを持ってさえいれば（持って無くてはダメなわ

けですが）、緊急情報をブロードキャストをすることがで

きるわけです。つまり、災害時の対策、しかもすぐに情

報を取得できないような障壁のある（文字を知らない、

あるいは、耳が聞こえない・聞こえづらい）人達に対し

て、利用できるんじゃないかとは思います。マルチメ

ディアとの関連性を強いて言えば、通信衛星を利用して

多くの人がパソコンゲームに参加するシステムへの応用

みたいな事が考えられます。

島（札幌創成高校）：瑣末なことで申し訳ないのですが、

3点ほどお訊ねしたいと思います。まず1点目ですが、今

日見せていただいた漫画表現によるモデルの件なんです

が、その中でお使いになっていた、青筋を立てるとか

いった表現というのは、一般的なものなのでしょうか？

例えば日本では通じるけれど、他の国では通じないとい

うことはないのでしょうか？それとも、ジャパニメー

ションという言葉があるように、日本のアニメーション

というのは世界に広がっているわけですから、そういう

もので成り立っているのかなということです。続きまし

て2点目は、国別の価値観の問題なんですが、日本人が

持っている外国の人に対してのイメージと、逆に向こう

が抱いている日本人のイメージというものの違いと、国

別のキャラクターというものとの関係をどうお考えなの

かということ。そして、3点目ですが、じゃぁ、今日見せ

ていただいたのとは逆に、文字を打ち込むと、画像内の

キャラクターが化身話ををすることで、手話のできない

方と耳の聞こえない方との間でのコミュニケーションを

図るというようなシステムであるとか、文字を打ち込め

ない場合にジェスチャーを取り込んで、それを文字に変

換するシステムというようなものの研究はどこかでされ

ておられるのかをお訊ねしたいのですが。

青木：1点目の漫画についてですが、かく言う私も含めて

大人から子供まで漫画を読むわけですが、決してどこか

で漫画の読み方などというものを習ってくるわけではな

いですよね。誰から教えられるというわけでもなく、読

めてしまうわけですよね。おそらくこれは、他の国でも

同じなのではないかと思います。（感性的なものだから、

国の違いがあっても受け入れられるのではないかと思っ

ているということでしょうか？）ただ、漫画での表現に

問題があるとすれば、音が出せないことでしょう。結局、

擬音語を用いるしかないわけですが、これは日本語なわ

けですよね。だから、外国でそれを用いる場合は、音だ

けは翻訳しなくてはならないのではないかと思います。

つづいて、ナショナリティのことですが、これは簡単な

ものではなくて、ぱっと見たときにナショナリティがす

ぐに判るようなアイコンを設定すべきかなという気がし

ております。日本人といえば、日本人のアイコンが決

まっているということなんですが、これはこれで難しい

ですよね。日本を代表するものといっても、千差万別で、

それで日本を代表させるのはやめて欲しいというような

意見が必ず出てくると思います。国旗などというのは、

日本人の感情は別にして外国人から見れば分かり易くて
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いいかも知れないですね。最後の3番目のことですが、こ

れは特にやっておりません。ただ、文字を打ち込むとそ

れに対するアニメーションを出すというのは特に難しく

はありません。むしろ難しいのは、動作からその意味を

抜き出す方でしょう。CG作ったモデルの、3次元での動

きを投射した2次元の動きを設定しておいて、それと実

際の人間の動きを投射したものとが合致するかどうかを

計算させます。これで、動作を抜き出すことはできるん

ですが、その合致しているかどうかを調べる方が難しい

でしょう。

細川（北海道大学）：KDDの「スクールキャスト」の必要

機材費75万円というのは、ずいぶんと安いなぁと感じま

した。というのも、自分の所ではおよそ１億ぐらいお金

がかかった記憶があるからなんですが、その75万円で本

当にできているのかというのが気になったのですが。

青木：新聞から引っ張ってきただけなので、詳しいこと

は判りませんが、少なくとも田舎の小中学校に億単位の

機材を導入することは、まず無理ですよね。今、学校で

のインターネット接続環境を整備しようという動きが進

んでいるんですが、どれであっても、100万円は切る値段

ですね。どうしてそういう値段なのかは判らないんです

が、少なくとも高いと逆に「どうしてそんなに高いの？」

ということになっているようです。

平井：青木先生、ありがとうございました。

「情報化社会への

　　　　教師の帰属意識と教育の情報化」
　　　　　　　山形 積治会員北海道教育大学旭川校

　　　　　　　　

　まず最初に、私の基本的な立場を申し上げたいと思い

ます。高度の情報化というものが叫ばれて10年ぐらいに

なりますが、なかなか教師の情報化社会への帰属意識が

形成されていないと実感しております。現在の義務教育

学校に通っている子供は、20年後にはこの情報化社会を

担っていく存在です。その子供達を教える肝心の教師達

にそういう意識が低いように思える。このままでは将来、

情報ネットワークによってグローバル化が始まった場合、

大変なことが起こってしまうのではないかと心配してい

るものの一人です。

◆国内外における情報化社会への流れ

　さて、この情報化という流れは1980年代の前半でしょ

うか、中央教育審議会が設置されて、とにかく国際的に

比較すると、日本は情報教育で大幅な後れをとっている

ということが報告されてからのものだと思います。そこ

で、早くコンピュータ教育という形を作ろうということ

でいろいろなことをやったのですが、形だけが先行して

内容が伴わなかったのが現実です。そのなかで、たとえ

ば、教員免許の必須項目としてコンピュータ関連の授業

を教員養成学校の学生の必須単位にしようということに

なったのですけれど、実際にやってみてもそれほど効果

が上がっていないというのが私どもの調査で判ったわけ

です。なぜかというと、教員養成大学側の問題もあると

思うのですが、これに関しては後ほどお話ししたいと思

いますが、文部省や地方教育委員会の理解不足にも大き

な問題があります。

　それと、英国等では、1980年代には既に教員養成学校

のカリキュラムの中には、いわゆるマイクロコンピュー

タと情報リテラシーが組み込まれていて、ちょうどその

ころ自分はイギリスにいたのですけれども、障害者の学

校（日本でいう特殊教育学校）に行きますと、当然のよ

うにコンピュータが利用されているのを見まして、驚い

たのを覚えています。コンピュータを使うことによって

ハンディキャップを埋めるのは、当然のことだというよ

うなことを言われました。

　日本では、中教審の審議などを経て、平成元年に、指

導要領の改訂が行われました。それは情報教育を教育の

中にきちっと位置づけたいということが謳われていて、

日本は情報教育に関して一歩踏み込んだのですが、一部

分では相当高いレベルの教育が行われているにもかかわ

らず、日本の義務学校の大半はついていけないんじゃな

いかと思うのです。そこを改善して行くことが課題です。

◆理想と現実

　ところで、私の研究室で1996年に北海道の212の市町

村の教育委員会と、道内の全ての小学校と70％ぐらいの

中学校にアンケートを配りまして、どの程度コンピュー

タが利用されているかということを調べてみたところ、

小学校では77.8％が利用時間が1年間に50時間以下とい

う答えが返ってきました。

　北海道の学校はだいたい36週で1年間を終えるわけで

すから、50時間以下ということは、1週間に1時間20分

ぐらいということになります。いかに、利用率が低いか

がおわかり頂けるかと思います。

　他方、50時間以下が中学校でも65.6％です。ほとんど

の学校でコンピュータ室にはコンピュータが整然と「安

置」されているわけです。それが、1週間に1時間20分

ぐらいしか使われていなくて、それ以外の時間は「開か
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願いをしました。そうしたら、「どのぐらい使って、どの

ぐらい費用がかかってという計画を出してもらわないと

買うことができない」と言われました。いったいいくら

使うかわからないけれど、1年間で10万ぐらいだろうと

答えたところ、そんな曖昧なことではダメだと言われて、

すったもんだがあったんですが、早く買ってもらわない

と研究ができないんだと訴えたら「1回線だけ入れますけ

れど、他に言わないで下さい。色々な学校に来られると

教育委員会の方も予算の面などで大変ですから。」と言わ

れて、やっと回線が入ったわけです。それで研究が始

まって成果がある程度でました。そうして３ヶ月くらい

経ったら教育委員会の人が来て、「先生、あの電話、いつ

外すんですか？」って言うわけですよ。まだ、そういう

段階でした。その体質が現状で、それほど変わったとは

思えません。

　去年私の所にアラスカのある僻地の学校がインター

ネットに接続したとメールが入りました。ついては、北

海道で通信をやっている僻地学校の一つを紹介してくれ

ということでした。それで、熱心な先生がいる学校でイ

ンターネットを引いている学校があったので、その学校

に電話をしたところ、担当の先生は「是非やりたいが、一

人では判断できないから校長と相談する」と言われまし

た。校長先生もOKということでした。それなのに、教育

委員会は「ダメだ」と言われたんですね。なぜダメなの

か理由を訊いたら、「外国と通信をしたらいったいいくら

費用がかかるかわからないじゃないか」ということで、

全く理解されていないわけですね。それで、校長の方も、

一度教育委員会からダメだと言われたことに対してそれ

は間違いではないかということは、次の転勤に差し支え

るので言えないわけです。これだけ情報化ということが

すごいスピードで進んでいるわけですから、教育委員会

に情報化に明るい人材を配置する必要があるのではない

でしょうか。

◆次世代のネットワークの姿

　次世代のネットワークというものを考えると、結局経

済の影響が出てくると思うんですね。文部省は、2003年

までに全学校にネットワークを導入して情報化を進めた

いと言っているのですけれども、ただ導入といっても、

はっきり言って1台程度のことしか考えていないのでは

ないかと想像するのです。1000人以上の生徒がいる学校

にたった1台だけインターネットに繋いて、いったい何

をやるんだろうと思うのですけれど、その程度の発想な

んですね。私がこのように意地悪な想像をするのには理

があるのです。文部省のこれまでの発表を見ますと全国

でコンピュータを導入している割合は、高校・中学校で

は100％、小学校で80～90％というのですけれど、たっ

た1 台でもあれば導入ありとカウントするのですから、

ずの間」になってしまっているんですね。

　当時、コンピュータはやはり「高い」ということで壊

されたら大変ですから、特に中学校なんかでは３重ぐら

いの鍵をかけているんですね。子供をなるべくコン

ピュータに近づけず、先生も余り近づかないという状態

になってしまっていたわけです。今年でそれから3年ぐ

らい経つんですが、状況はそれほど改善されていないと

思います。私どもはこの問題解決に相当のエネルギーを

かけているのですが、なぜこうまで改善されないのだろ

うという疑問があるんですね。

◆情報化社会の近い将来の展望と現在の認識度

　5年以内には情報社会がどういう状況になるだろうとい

うのをまとめたものがあるのですが、5年以内といいます

と、今の中学生ぐらいがちょうど大学に入るぐらいです

ね。その時期には状況は相当進むと予測されているわけ

ですが、指導している先生の方はこのことに対する認識

が甘いという現実、まぁ、今日ここにいらしている先生

方はこういうことに対して敏感に反応されているわけで

すが、現在の全国調査でも25％ぐらいの先生は、こうい

う問題を予測して「ちゃんとやらなくては」と考えてお

いでなんですが、残りの75％ぐらいの先生方は、「自分た

ちには余り関係ないんじゃないか」と考えていらっしゃ

るんですね。私自身の考えとしては、問題を認識してい

る教師の割合が50％になれば、学校教育の情報化は順調

に進むと思われるのですが、この50％というのは現状で

は絶望的なわけです。

　もう一つは、先生方が「ネットワーク、つまり通信速

度とかコンピュータの性能がアプリケーション、コンテ

ンツを規定する時代」から、「アプリケーション、コンテ

ンツがネットワーク環境をリードする時代」へと変化し

たという立場・意識を変える必要があると思います。要

するに、こういう教育・研究を実践したので、教育委に

ネットワーク・コンピュータを整備してくれという運動

をしていかなければいけないと思います。実際問題とし

て、教育委員会にこういう問題を正しく認識している人

がいるかというと、この間の調査では、ほとんどいらっ

しゃらないという結果が出ています。

　一つ身近な例を出しますと、私のところで7、8年前で

しょうか、まだインターネット云々ということが出てき

ていない頃ですが、環境教育に関するデータベースを作

り、各学校はそれをパソコン通信経由で受け取って社会

科の授業とか特別活動に使うというシステムを作りまし

た。それに協力したいという学校が出てきたので、それ

には電話回線を一本引きたいということで、教育委員会

と交渉を持ったのです。予算がないということで、大学

が持つことを話したら「違う組織が介入すると困る」と

言われ、「それならば教育委員会で買ってくれ」というお
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はたしてその数字がどの程度役に立つのかというのは疑

わしいですね。

◆差をつける教育、つけない教育

　これは先生方によく言うことなんですが、例えば中学

校で1学年3クラスずつある学校というのはそんなにめ

ずらしくないわけで、全学年で9クラス有るわけですね。

その学校にコンピュータ室が1教室しかない状態ではた

してそれで賄えるのかと言えば、絶対無理なわけです。

中学校とか高校の先生というのは、他者と差がつくとい

うことを非常に気にします。大学の先生というのは、お

そらく差をつけたいと思っているのでしょうけど。たと

えばAクラスの数学の授業でコンピュータを使おうとし

ている場合、他のB、Cクラスにおいても同じ単元でコン

ピュータを使う条件がそろわないと、1クラスのみの利用

はまず考えないのが慣例です。それで、Bが使わないん

だったら、それじゃぁAも使うのをやめましょうという

ようにして差をつけないようにするわけです。もし片方

だけが使ってもう一方は使わないなんて事にしたら、必

ず父兄から文句が来るわけです。先生は父兄から文句を

言われるということを極力避けたいと考えますから、“別

にいいじゃないか！”と言えばいいものを言えないんで

すね。従って、複数のコンピュータ室が揃わない限り、教

師が情報機器活用教育を逃れる理由になるのです。

　私は、昔中学校の教師をしていたのですが、その時に

経験したことをお話ししますと、国語の先生から「あな

たのクラスは、漢字の書き取りの成績が最低だよ」と言

われまして、自分のクラスだけ毎朝早めに登校させて漢

字の勉強をさせたんですね。そうしたら、今度は、漢字

の書き取りの成績で7つあったクラスの中で、1位になっ

てしまったんですね。そうしたら先生に「朝早く来てそ

ういうことをやり始めると、他のクラスの父兄からなぜ

うちのクラスはやっていないんだと言われることになっ

て、他のクラスの先生まで早く来なければいけなくなる

じゃないか」と言われまして、こうやってうまく足の

引っ張り合いをして差がつかないようにするわけです。

このような状況の中で「個性のある子ども達の育成」等

とスローガンを立てるので私は大変矛盾を感じておりま

す。

◆情報教育に熱心でも、評価されない？

　こういう体質に加えて情報教育が普及しない理由とし

て、中学校・小学校で情報教育に熱心な先生になっても

余り評価されないという現実があります。どちらかとい

うと「熱心」というよりも「オタクだ」と言われるわけ

ですね。余計な仕事（ワープロを打ったり成績を入力し

たり）が増えるだけなんです。その一方で、体育の先生

が野球の指導をして地区で優勝なんてしようものならず

いぶんと評価されるわけです。それだったら、コン

ピュータをやっているよりはクラブの指導をやっていた

方がいいじゃないかということになってしまうわけです。

◆教師の資質というもの

　1996年に市町村と学校でアンケートを採りましてどん

な先生を求めているかというのを調査したものですが、

教育委員会では情報技術を持っている人材が欲しい！の

一点張りで、他は言ってみればどうでもいいという扱い

だったわけです。それを若者の方は敏感に感じ取ります

から、教員採用試験の面接では熱心に「コンピュータ教

育をやります！」と答えるわけです。教員として採用さ

れてから熱心にコンピュータ教育をやるつもりがありま

すか？という質問はされないものだから、やりますと答

えるというただそれだけの話なんですね。

　同調査で校長先生はどうかというと、コンピュータ教

育どころじゃなくて、とにかくいじめだとか不登校だと

かなんだとかで先生方は精神的に参っているから、極端

なことを言えば、基礎学力は多少低くてもよいからとに

かく精神的に強い先生が欲しいというアンケート結果に

なっています。そこで、実際にコンピュータ教育を実践

されている先生方に問うてみますと、バランスの取れた

人材を期待しています。情報化に向けて、教員採用の基

準を明確化し、教師として有用な人材を求める体制が必

要です。

◆大学で情報を学んだ先生ほど

　1996年頃大学でコンピュータの活用を学び採用された

先生が果たして活躍しているかというと、あまり活躍し

ていないということがわかりました。1998 年にコン

ピュータを活用して授業を行った教師の割合を調べまし

たが、450人の中学校の先生にアンケートを送ったとこ

ろ、30代～40代の先生の割合が最も多く、20代の先生の

割合は50代の先生の割合とそんなに変わらないんです。

この20代の人達というのは、当然ながら新教員養成カリ

キュラムを受けてきた先生なんですが、活用の割合も低

いし、伸びも低いのです。この人達というのは、先ほど

の教員試験で「コンピュータをやります！」と答えた人

達のはずです。一方で、30代～40代の先生というのは、

大学でコンピュータを学んだ人達ではなくて全て独学な

んです。こういう人達が中心になって今の情報教育が動

いているんです。大学で勉強していない人が頑張ってい

て、勉強した人はいったい何をしているのか！というの

が不思議なんですねぇ。学校の先生方の「自分は情報化

社会の中にいるんだ」という意識が足りないのではない

か、と思うわけです。
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◆社会全体の体質の変化

　僕らの受けていた教育環境というのは物がない社会の

中だったわけで、物をなくすと出てくるまで探したもの

だったんですが、最近は物が有り余っていて、物に対し

て執着心がなくなっていると思います。それなのに旧態

依然とした物を中心とした教育をやっていればよいとい

う意識でいるのが、問題なのだと思います。従来の物を

大切にしようという教育を否定しているのではなくて、

それに新しい今の価値観も加えた教育をすべきだと思う

し、大学もそうやって、先生を養成すればいいじゃない

かということになるんですが、これは、後ほど述べたい

と思っているのですが大学の教員養成についてもやはり

問題があると思います。

◆コンピュータを利用すれば…

　先生方にお考えいただきたいのは、教育は効果的な情

報伝達によって成り立ち、情報は教育を新しい方向に改

革するばかりでなく価値観も変革するものだということ、

そして、情報手段の発達は高度な概念を絵・アニメー

ション・シンボリック文字・音声などで判りやすく伝え

ることで、教育がこれを活用しないことこそ問題だとい

うこと、情報ネットワークは宗教・国教・民族の障壁を

乗り越えて広がり、瞬く間に世界を勉強の場にできるも

のだということ、情報ネットワークを活用した教育は、

学習者に知識の獲得は行動すること（シミュレーション、

検索、メールのやりとり）であることを学ばせることに

なるという、コンピュータとかネットワークを使った教

育の利点なんです。　

◆授業を組み立てるという作業

　ところが、こういうことを言うと面白いことを言う先

生がいらっしゃるんです。「私たちはコンピュータを使っ

て化学の勉強をやっています」とおっしゃるんで、どう

やっているのかとお訊ねしたら「中和の実験をコン

ピュータでやっています」というお答えだったんで見せ

ていただきました。塩酸と水酸化ナトリウムを入れて、

そこにリトマス液を入れておくと中和すると白くなると

いう実験をやるわけですが、それをソフト化しているん

ですが、なぜこれにコンピュータを使われたのかと訊ね

ると「コンピュータを使うと、抽象化することができる

と考えたから」というお答えでした。私に言わせれば、そ

ういう事こそ実際に実験をやるべきであって、コン

ピュータの活用の仕方が深く考えられていないように思

います。他にも似たような事例を見ることがあるんです

が、自分の授業のアルゴリズムをきちんと組んで、こう

いう結論に持っていくためには、ここでコンピュータだ

とか何かのシステムだとかをこう使えば効果的だなとか、

この部分はやめた方がいいなとか、そういうアルゴリズ

ムが組めていないということなんですね。

◆教師の意識の問題は、根深い

　とにかく、先生方だけの研究会というのはやたら誉め

合うだけなんですよね。後で、あの人の話はくだらな

かったなと陰口を言うわけです。誰も直接厳しいことを

言おうとしない。そこにカリスマ教師が現れ「教育の法

則性」等と言う素地を与えるのです。私は結構厳しい批

評をすることにしているんですが、そうしたら最初のう

ちは呼ばれていた研究会にもだんだん呼ばれなくなって

いきまして、誉める助言者は呼んでくれということに

なったみたいで。とにかく、厳しい意見を採り入れよう

としないんですよね。

◆ネットワークシステムの構築と学校の体質

　ネットワークシステムの構築の例として、山梨県の下

部町は、異種メディア間が通信できるシステムを地域で

作って、その中で、学校から役場から何から何までが相

互的な運用が出来るようにしようという計画なんですが、

そういう中で学校だけが先ほどのような状態でいると、

うまくネットワークが働かず大変なことが起きるだろう

と思われるわけです。文部省が発表したインターネット

への接続率（先ほどと同じで、1台でもつながっていれば

数に数えられています）の推移（平成8年度～平成9年

度）を見てみると、伸びているというのは間違いないで

すし、インターネットへの関心が高まっているのは確実

でしょう。この調子で行けば、平成10年度は高等学校で

は60％ぐらい行っていると思います。しかし、これを教

育の何に利用するかが問題です。

◆若い先生、頑張って！

　先ほどずいぶんと若い先生の悪口を言ったんですが、

この資料は、自分が教職に就いたときとコンピュータを

使い始めたときとを訊いてそれを累計したものなんです

が、急な勢いで登っているのが35歳から39歳代の人達な

んですね。これは先ほどの資料とも一致しています。次

に伸びが良いのが30代と40代なんですね。それでは若者

はどうかというと、本当は伸びがいい筈なんですが、実

際は伸びていないんです。今の若者がコンピュータを利

用するにはまだ後10年ぐらい必要だなという感じがしま

す。まぁ、そのころには、30歳代になっているわけです

からそれはそれでよいのかなとも思いますが、実際には

そんなには伸びないのではないかと思います。これは、

30 歳から34 歳教師の活用の伸びの勾配がきついわけで

す。更に、35から39でものすごく伸びています。50歳代

の先生と今の20歳の先生との伸びのグラフはほとんど同

じなんですね。この50 歳前後の人達というのは、コン

ピュータというものを聞いたのは大学卒業して学校の先
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生になってからだと思うんですが、そういう人達と、生

まれたときからコンピュータというものに囲まれて育っ

た人達とで、学校での情報機器の利用率に余り差がない

というのはどうしたことかと思います。

　同時に、自分たちの情報教育に関する技術・知識をど

こで拾得したかも調査したんですが、ソフトウェアの利

用を独学で学んだという人達が今の情報教育を担ってい

るというのは、何かそこに問題があるんじゃないかと思

うわけです。ちなみに、この調査はメールでアンケート

をお配りして、回収率がいいだろうと思ったんですが非

常に回収率が悪くて、1200通ぐらい出したのに返ってき

たのは250通ぐらいでした。この返してくださった先生

方というのは、熱心な方々なんでしょう。また、メール

は学校ではあまり活用されていないことも想像されます。

◆教育の現場で、Webを利用すれば

　次に、Webを使った教育というのも良い部分があると

いうのをお話ししたいと思います。コンピュータシミュ

レーションができたり Edutaiment（教育を少し面白くや

ろうという試み）であるとか、豊富な知識の提供・マル

チメディア・ハイパーメディアといったようなもの、遠

隔図書館だとか、遠隔博物館とか、必要に応じてタイム

リーな情報を手に入れることができる。他にも、バー

チャル・コミュニティの提供といったように、コン

ピュータを使って共同で勉強ができるとか、バーチャル

でFace to Faceの教育ができるとか、利点がたくさんある

わけです。それで、学校がこの中の一つでもいいから目

標を持ってやれば、教育というものも面白くなるんじゃ

ないかと思うんですよね。

　「生きる力」という言葉がありますが、その定義が、自

分で生きるとか、自分で創造するとか、自己を表現する

能力とか、他者に対して自己をきちっとした正当な方法

で表現するとか、そういったものだとしますと、「生きる

力」の教育というものにおいて、情報ネットワークであ

るとかコンピュータといったようなものはすばらしいシ

ステムではないかと思います。児童・生徒が学習する場

合、外部との知的なインターフェースになると思います。

　あるいは、もう少し前までは子供を評価する、つまり、

問題を出して回答させて点数を付けてという使い方だっ

たわけですが、もっと子供達の知的インターフェース

（学習意欲に応じて世界が開けるもの）として位置づける

べきではないでしょうか。今後、子供達にとってコン

ピュータを使った共同学習というのが主流になるでしょ

う。そうなると、学校だけでは収まりきらずNPOなどに

よる支援がないとやっていけないだろうと。「こういう学

習をするのであれば、この学校のこの先生が良いよ」と

いったような学校が分散型のデータベースのようになる

と思います。これだって、NPOの支えがなければ到底で

きることではないでしょう。Web活用の教育を発展させ

ていくのであれば、学習支援ボランティアやNPOの存在

が欠かせないだろうということになります。

◆操作できるのと、利用できるのとは別問題

　文部省が出したデータから、コンピュータを操作でき

る教員の割合と、コンピュータを利用して教えることが

できる教員の割合とを見てみますと、操作できる教師は

増えていっているのに、それを利用して教育を行うこと

ができる教師は頭打ち状態にある、という現実が見えて

きます。学習要領が変わってから、地方の教育委員会は

小学校教育の情報化にはあまり力を入れていなくて、当

初は中学校に力を入れていました。小学校は、北海道で

は去年くらいからコンピュータを入れようということに

なって、これは伸びているわけです。一方で、中学校・高

校というのは、すでに頭打ち状態になっているという寂

しい状態にあります。

　ただ、こういう状況を作ってしまったのは大学にも問

題があると思うのです。教員というのは、基礎学力とコ

ンピュータリテラシーなど全てをIntegrationしたものだ

と思うのですが、最近の文部省の教員養成方針に従うと

いわゆる教科の専門がどんどん減り、基礎学力がないた

めに授業にコンピュータをどうやって活かしたらいいか

がわからないんですよね。教科と情報技術が総合的にリ

ンクしないで、コンピュータ技術だけを教えているわけ

です。そういう意味で大学の教育が悪いといえるんです

が、外国の文献を読みますと、大学教官には評論家が多

いというんですね。実際に自己の教授の中にさりげなく

情報機器を取り入れれば、学生には自然にリテラシーが

身につくというのです。

　情報化社会における教師の資質としては、学・技術・観

（教師としての力量）のバランスと、数ある情報の中から

教材として利用できるものを抽出する能力、そして、

CSCLといういわゆるコンピュータによって支援された共

同学習を組織する能力、表現力、これらを大学では教え

なくてはならないだろうと思います。

◆ネットワークを教育に利用している例

　今私たちは、石狩川流域の学校ネットワークというも

のを作っていまして、既にインターネットでも情報を発

信していまして、割と評判がいいんですね。何をやって

いるかというと、川というものは上流から下流に流れる

情報通信網とみることができます。しかし、一方通行で

フィードバックはない。そのフィードバックをネット

ワークを使ってやろうというものです。子供達が感じた

こと、調べたこと、わかったことをどんどん書き込んで

もらうというもので、結構色々なことを書いています。

たとえば、一匹の魚のからだが曲がっているのを見て、
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川が汚いからだろうと思ったという子供の感想が書かれ

ていました。参加校は、石狩川流域の学校で現在21校で

す。このホームページは環境教育のみならず、国語や社

会科にも利用できるDBを取り入れ、石狩川の総合学習が

できるように作られています。

平井：今日の研究会にご出席の方々の所属の欄を拝見し

ておりますと、高等学校の先生方がお見えでございます。

せっかくですので、先生方からご質問等いただければと

思います。それでは、お願いいたします。

◆◇質疑応答◇◆

高橋（北海道教育大函館校）：今のご報告の中で、私が一

番興味を持ったものというのは、コンピュータを使って

中和の実験をやるのはナンセンスだというお話だったの

ですが、おそらく使っていらっしゃる先生もまだ試行錯

誤の段階なのではないかと思うんですね。私も授業の時

に、メールも使うんですがチャットで意見を集めたりし

ています。

　さて、実際に口で言ったところで、先ほど先生がおっ

しゃったように、それを理解している人数が何パーセン

トいるんだろうと思うのですが。それで、ビデオを見せ

ようと思ったんですね、公式をどれだけ覚えているかは

テストをやれば判るんですが、そうではなくて、たとえ

ば、私が気に入った学生達が物理の概念を使って、現実

のある問題についてディスカッションする、その中で未

解決だった事例がどんどん解決していくというビデオを

最初の10分が15分見せようと思ったんですが、そうした

ら学生が、ビデオなんて、見ていたら飽きてしまう。自

分たちが、話にすっと割り込んでいける、つまりRPGの

ようにクラスの生徒がわっと参加できるようなバーチャ

ルな空間を作れというようなことを言われました。それ

は私には無理だと答えたのですが、だったらとりあえず

全員で作ってみよう、つまり、授業のその場でみんなが

一斉に意見を言うということをやってみようという事に

なりました。これはこれで一つのバーチャル空間を構築

した例と言えなくもないかなとも思うんですが。

 山形：今の教育というものは間違っている部分があると

思うんですね、子供がワーとやっていれば活気があると

いう評価がありますが違うと思います。例えば、国語の

授業で物語の場面が出てくると、その教材の導入で先生

がいったん教科書を読んで、用意した登場人物（動物）の

お面をいきなりかぶせて、あなたはなんの役とかいうよ

うなことをやらせてですね、先生の指示でやらせておい

て何を訊くかというと「お猿さんの気持ちはどうです

か」っていうんですね。やっぱり国語というのは、きちっ

と文字が書けて本が読めて文章が書けるという指導が必

要なのですが、それを気持ちだとか解釈だとかいうこと

が先行することが教育だと思っている人がたくさんいる

んですね。

　算数でもそういう部分はあるんです。たとえば、7+8と

いう計算をしましょうと、先生が、7+8と黒板に書くと、

8割方の子供はすぐに15と答えるんですね。しかし先生

は「いや、まだわからない」っていうんですね。それか

ら延々と、後の8から3を持ってきて10と5で15だとか、

入れ替えたらどうだとか、私が聞いていてもいやになる

なと思うようなことを繰り返して、子供がややイヤに

なった頃に「それじゃ、答えはいくつですか？」って聞

くんですね。そうしたら、できる子供が「14！」って答

えるんですね。そういうのが教育だと思っている世界が

あるんではないかと思う部分があります。それは間違い

でしょう。

　教育というのは、知識として教え込む部分と、そう

やってみんなでディスカッションする部分と二つあると

思うんですよ。教え込まなければいけない部分は教え込

むべきですし、ディスカッションすべき所では、コン

ピュータを使うと力を発揮するんじゃないかと思うんで

すね。ディスカッションの資料等を得るためにネット

ワークを活用することが出来ると思います。

　日本には学習指導要領という「制限」があって、無制

限にそういうことをやるわけにもいかないんですね。昔、

文部省の教科書審議官と1時間ぐらい激論を交わしたこ

とがあるんですが、「教科書をやめて、各単元の下にURL

を書いておいて、そこにアクセスするようにした方が面

白いんじゃないの？」という話をしたらですね、文部省

としては教科書は必要であるとの一点張りで、論拠がよ

く見えませんでした。一方ではネットワークを使って学

習者主体の授業をやれと言っておいて、一方では、指導

要領を逸脱してはダメだよという「縛り」があるわけで

すね。現行の制限中でも、みんなで考えていく方がいい

部分というのもたくさんあって、そこではネットワーク

を使うべきだと思うんですね。知識を教え込むのにも有

効なソフトが出ていますから、そういうのを使うのはい

いと思いますけれど。

青木：教科書というものは、高校までは自由に使えない

ものです。教科書というものについて書くとか、本を出

すということには大きな壁があるわけです。ところが大

学の方は、学生を気にすることなく書くことができるわ

けですよ。それでもって、学会みたいなところで20年ぐ

らいずつに改訂をして新しい教科書のシリーズを出すと

いうわけです。最近の教科書の改訂はというと、ビジュ



30
CIEC NewsletterNO.18 March10,2000

ていくと思いますが、学校は閉鎖社会ですから、例えば

授業参観でもお母さんは来るけれど、お父さんはなかな

か来ないわけですね。この理由は、行っても何もやるこ

とない企画しか持たないからです。この状況を変えない

と、先生が言われたような父母も教師も学校を通して生

涯学習をするという環境は生まれてこないんじゃないか

と思います。

青木：そうは言っても、独学というものは、多分に問題

を含んでいるもので、大学の情報の先生が教えるのが下

手だというのはよくわかるんですね。情報教育といって

教えていても、自分が習ってきたことではないわけです

よね。独学なんですよね。でも、独学ほど色の付いてい

て偏見に満ちたものはないわけです。独学でマニアック

になった人に教えられると、変な癖がつくんですよ。そ

ういう点では、独学というのも問題があるなという気が

します。

山形：コンピュータを授業で利用するということは、

いってみれば技術革新なわけです。技術革新というと、

いわゆるプログラミングの技術とかそういう話に飛んで

しまうんですね。学生は、そのような学習内容を期待し

なかったのになということになるわけです。情報の授業

でBASICしかやらないという先生がおりまして、確かに

情報の授業の単位にはなるんですが、これでいいのか

なぁと思ったことがあります。

瀬川（北海道教育大）：私も10年ぐらいいた私立大から

国立大学に移りまして、教員養成というところが非常に

難しいなと感じたのは、私が理系だというのもバックグ

ラウンドにあるんでしょうが、教育にコンピュータは必

要ないとはっきり断言される方が大勢いらっしゃるとこ

ろに、「これから情報教育をやります」というような人間

が入ってきたわけです。大学レベルでそうであれば教育

の現場は推して知るべしで、北海道の教育委員会の先生・

校長先生はどこの大学の出身者かといえば、それは、某

教育大が大多数を占めるわけですよね。

　私が今の大学に移ってきて最初にやった仕事というの

は、当時の教授のお手伝いで、通信衛星をあげて、他の

キャンパスに対して授業を行うというもので、当時とし

ては破格の金額でしたが、文部省は何だか訳の分からな

いことをいって、お金を出してくれませんでした。が、も

しこれが実現していたら、当時世界的に見てもそういう

ことは行われていなかったと思います。先ほどお話があ

りましたけれど、私もSCSをうちの大学に導入するとい

うことでかなり努力をして、実際に導入をして、現在毎

週のように使っています。実際にはそういう物が導入さ

れても、学校に新しいコンピュータが導入されても同じ

アルにしなさいというのが大テーマなんです。改訂とい

うのは非常に難しいもので、片方がよくなると片方がダ

メになるというようなことがあるんですね。ビジュアル

になった代わりに抽象化が下手になってしまっているん

ですね。物理の世界とか数学の世界とかの良いところと

いうのは、式を一本書くとそれが全てを抽象化している

ということなんですね。そういう抽象化というのはすご

いですよね。ビジュアル化を押し進めるのはいいんです

けど、式一本から世界が広がるというあの教育が欠落し

ちゃって、これが大変問題なんじゃないかと思うんです

よね。見れば判るけれども、文章の一文とか詩の数行で

式一本から世界を広げるというのは、コンピュータがな

いとダメですというのは困ったことだなぁと思います。

細川：イギリスがまだ教育に余りお金を出してなかった

ころの話なんですが、国がそういうところにお金を出さ

なかったのに、一クラスに数台ずつコンピュータを揃え

るということをやってのけた所なんです。なんでコン

ピュータが一クラスに数台ずつ揃ったのかというと、企

業にお願いしてただで借りてくるとか、父兄にお願いし

て使っていないPCとか多少使っているけれど子供達のた

めなら良いよという方から借りたんです。自分たちもや

ろうと思えばそういう形でできるんじゃないかと思うわ

けなんですが、如何でしょうか。

　それともう一つ、情報教育の在り方なんですが、40代

以 上 が コ ン ピ ュ ー タ 教 育 で 何 を 習 っ た か と い う と

FORTRANなんですね。これを知っていても、現在では

なんの役にも立たないわけで、それぐらいなら、ワード

とかエクセルの使い方を学んだ方が有益なんですね。今

の教育も同じことで、４年間かけて教えても、すぐにそ

れが古くなってしまう。それで世界的な教育の流れで新

しいことが次から次へと出てくる分野として医学の分野

があげられると思うんですが、今現在の医学の知識とい

うものを全て教えるということは無理で、どうしている

かというと、一つは勉強の仕方を教える。医学なら医学

という分野であることを調べたいときにどうすればいい

か、それを教える。おそらく、情報の教育も同じで、新

しいソフトが出てきたときにどうするかというと、先ほ

どの先生のお話にもあったように、習わないことは独学

でやるしかないというのはどうしようもないと思うんで

す。結局は、この独学をサポートする、つまり勉強の仕

方を教えるか、もう一つは、判らないときに大学に戻っ

てきて尋ねたらすぐ教えてもらえるというようなシステ

ムを構築するかだと思うのですが。

山形：外国なんかに行くと、自分の子供の通っている学

校に親が色々なところで提言したり、お手伝いをしたり

するんですね。日本はこれからだんだんそのようになっ
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ことなんですが、教育委員会の押しつけだというような

受け取られ方をして、実際にこういう教育をやりたいか

ら、こういうハードウェア・ソフトウェアが必要だとい

うのではなくて、はじめに、インターネットありき、は

じめに、コンピュータありきというのが現状ではないか

と思います。

　実際このテーブルを囲んでいるのは男性ばかりですが、

そういう意味で、コンピュータ関係、他にも私が関係し

ております技術教育の方もそうなのですが、女性の先生・

女性の方の出席というものがほとんどないんですね。こ

れがもしアメリカの教育関係の集まりだったりすれば、

半分ぐらいは女性の参加者がいらっしゃるんじゃないか

なと思います。

　北海道のように広い地域の場合、的確に全体を把握し

ているかという、先ほどの山形先生のお話にも、メール

の回収率が悪いということが出てまいりましたが、全く

そうでして、郵政省メールであろうが、電子メールであ

ろうが回収率が低い。それだけ、北海道では情報教育に

対してのニーズが低いということではないかと思います。

ですが国の行政、時代の流れとして、立場上そういうこ

とを進めて行かなくてはならないということで、今日も

この集まりに参加しております。2004年までにインター

ネットが全学校に引かれているというゴールがあって、

色々なアクセスの方法があると思いますが、いかにして

周囲の人々をリクルートして、こちらに目を向けてもら

うかという手段を考える、例えばそのためには教科書を

ビジュアルにする、パンフレットをカラーにする、ホー

ムページを作るなどいろいろな手段があると思いますが、

それでもこういう情報が溢れる中で、どうやったら正し

く伝えられるかということを真剣に考えれば考えるほど、

短期間に達成するのは難しいと思うわけです。そういう

ことを反省して、21世紀の来年は地道に大学の教員養成

の教育をしっかりやろうと考えております。それが時間

はかかるかもしれないけれど、5年先、10年先に北海道

の先生方の中核となる、力量があり、情報教育に深い関

心があり、かつ資質のある人材を地道に育てていくとい

うことが、回り道かもしれないけれどやはり、私個人と

してはそれが精一杯かなと思う次第です。

山形：高等学校から入って来る学生の学力が非常に落ち

ているということがありまして、先ほど言ったように基

礎学力の底上げからやらなくては、本当の意味で人材が

育たないんですね。底上げをするカリキュラムが大学内

で整っていれば良いんですが、文部省や教育委員会など

は現在学校で起こっている現象を過大にとらえる傾向が

あり、いじめや不登校といったようなものがあると教員

養成ではそれに対処するカリキュラムを組むようになっ

てしまいます。そういう意味では、10年ぐらい前と比べ

ると実に専門科目の単位は半分ぐらいに減っていて、要

するにまんべんなく教員免許に必要な単位さえ取れれば

良いんだという状況をつくってしまったのです。入って

くる学生自体のレベルが落ちているのに加えて、大学側

もそういうカリキュラムを組んでしまっていて、人材を

育てる環境が整いづらい状況にあると思います。ですか

ら、大学もそうですが小学校も教育とは何かという原点

に戻る必要があるのではないかと思います。

青木：情報を見据えた教育というのは時代の流れだと思

います。今は、いろんなものをため込むことではなくて

捨てることだと思います。教育の現場でもため込む人と

いうのがいて、メールでもそうですが来た奴を全部ため

る人がいるんですよ。この感覚というのは意味がない。

今一生懸命にやっているデータをためるということより

も、一つのデータから色々な事へ発展させるコネクショ

ンというか、ディメンションを付ける力の方がはるかに

重要なんじゃないかと思うんですが、それは余りうまく

行っていないんじゃないかと思います。というのは、コ

ンピュータ自体がデータ処理機器なものだから、コネク

ションの回り道がない。線が一本ダメになると全体がダ

メになるという代物を扱っていて、我々はそれに慣れて

しまう。でも、一生懸命に考えることは、コネクション

が繋がって動くようにするんだということで、動いたら

これで万歳と。園児にはそういうところが結構あって、

動いたな、よかったな、もうこれで終わり。そういう意

味では、コンピュータ教育ってずいぶん悪い影響を与え

てるなと思うんですよね。

平井：どうもありがとうございました。

これからわずか名時間ですが、総括の時間を設けたいと

思います。青木先生、山形先生のご報告に対するご質問

とご意見などご自由にご発言ください。

◆◇全体討論◇◆

A：高校の現状ということで、発言させていただきたいの

ですが、私は先ほどから話題になっております、某教育

大を十数年前に出ました34歳の高校教員ですが、私の高

校では120台近いコンピュータが校内にあります。二つ、

情報処理教室がありまして、二つともインターネットに

繋げる予定ですが、業者との関係もありまして、1教室50

台は全てインターネットに繋がります。ただ、50台全て

に負荷をかけますと、とてつもなく遅くなり、パイプの

問題がありまして、1人一台のコンピュータ教育というの
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は、インフラ整備に非常にお金がかかるという最大の問

題があって事務の方が悩んでおります。

　それと、教員の方ですが、北海道の最高学校を出られ

た優秀な若い先生方が来られるのですが、『僕は数学だか

らコンピュータは教えません。』とおっしゃっています。

私は専攻は日本史なんですが、『コンピュータできるんだ

から』ということで、日本史を全然教えないで、13年間

独学で学んだ人間なんで非常にアクのある教え方になっ

ていると思いますが、コンピュータを教えております。

そうしますと、アクのある教え方をされた生徒というの

が、他の先生の講義を受けると『違う』という事になる

わけです。正規の教育を受けられた方が教えますと、メ

ニューからこう選んでとなるんですが、私のような独学

のものが教えますと、如何に楽をするか、つまり、ここ

はショートカットでこうやって、というようなことにな

りまして検定は受かるんですけれども、他の先生が教え

ると壁にぶつかってしまって、問題があるなぁと思いま

す。

　高校において、昔は3級の情報処理検定を持っている

と威張れたんですが、今どんどん底上げがなされて、こ

れまでは1級が最高でしたが、初段ができました。今学校

では、2 級以上でなければ履歴書に書いても効果がない

よ、1級だとちょっと大きくて、初段を取るともっと大き

いよと教えております。私の高校の場合、就職者が三分

の一おりますので、情報教育と言っても、資格教育に

なっている部分はありますが、そのような現状です。

平井：山形先生にお伺いしますが、先ほど、大学でコン

ピュータ教育を受けているはずの若い先生が、教育現場

でそれを実践していないというデータがありましたが、

それは、どの辺りに問題があるのか。知識はあるが、そ

れを実践する意味がないと本人が考えているのか、それ

とも、能力を持っていながら教育のシステムの中で有効

に発揮されていないのか、どうなんでしょうか。

山形：教科教育という立場からみてみますと、例えば、理

科なら理科を教えなくてはならないわけですね。若い先

生は教えることに精一杯で、コンピュータを入れようも

のなら余計なことも考えなければいけないわけです。そ

こまでの余裕がないのではないでしょうか。30代の先生

になると、余裕が出てきて、ここで使えばいいなという

ようなことが見えて来ると思います。若い先生の中でか

なり問題なのですが、「余計なことは余りやら無い」とい

う意識が色濃くあると思います。コンピュータ教育とい

うものは「余計なもの」なんですね。やってもやらなく

ても同じとなると、やらないのが人間の本質だと思いま

す。それと、教員の採用時に、「コンピュータを使ってや

るぞ！」と思って赴任したらそこには情報関連設備がな

かったとか、時間がたってシステムが導入された頃には

手を出す自信がないというものがあると思います。最大

の要因は情報化社会に生きているという帰属意識が若い

教師には低いんだと思います。

力弓（北海道工業高校）：お話にありました 20代の世代

に入りますが、私は工科系の大学を出まして、情報技術

の授業を担当しております。今28歳ですが、私の世代と

いうのは、工科系の大学ではプログラミングとか、他の

部分では基礎的な所しか習っていないと思います。今の

情報処理教育で求められる部分となると、また違う問題

になると思うのですが、ワープロソフトを使える、表計

算ソフトを使えるという程度のものであれば、特に大学

で教育される必要はなく、やはり必要に迫れてやらない

となかなか身に付かないものですし、独学でやらなけれ

ばならない部分というものがあると思います。

　30代、40代の先生方が独学でそれだけできるというこ

とは、20代の先生方もそういう状況の中で身につけてい

くことになると思いますので、大学ではソフトの使い方

というよりも、教育への活用法を教えていただけると良

いのではないかと思います。それと情報というものは生

き物なので、どんどん変わると思います。それに対して、

大学に戻って研修できるような環境を整えていただくと

か、今いる先生に対する社会的なバックアップのシステ

ム構築をしていただきたいと思います。

平井：前半、青木先生からネットワークのお話をいただ

き、山形先生からは初等中等教育における情報処理のお

話をいただきまして、非常に興味ある論点が多々出され

たように思います。おそらく、皆さんの中にもこういっ

た問題意識が深く根付いたのではないかと考えておりま

すし、また、これをバネにいたしまして、PCカンファレ

ンスにつなげていきたいと思う次第です。これをもちま

して、第18回研究会を閉じさせていただきます。長時間、

ありがとうございました。

（注：紙面の関係上資料を掲載しておりませんので、詳細をお知

りになりたい方は事務局までご連絡ください。

なお、確認が取れませんでした発言者をAとさせていただきま

した。）

CIEC会員状況 2000.3.6現在

個人会員 637名

団体会員 91団体

（企業35、生協54、大学2）


